




ごあいさつ                               
 
 本校は、平成 26 年度に文部科学省「地（知）の拠点整備事業（ＣＯＣ：Center 
of Community）」に採択されました。COC 事業の大半が大学等で採択される中、

本校は高専で単独採択された２校の一つとなりました。本校の事業では、青森の

リソース（海・山の幸、太陽光・風力などの自然エネルギー、人財など）のコン

ピテンシィ（能力や適格性）を育成することを目的としております。また、平成

27 年度には弘前大学を主幹とする COC+事業「オール青森で取り組む地域人財

育成・定着事業」の八戸ブロック代表校として採択され、このプログラムと連携

して事業を進めて参りました。 
5 年間の COC プログラム実施期間中、 

（１）教育：①より一層の地域志向を組み込んだカリキュラム改正、②グローバ

ル人材育成のための英語教育、③地域産業ニーズに対応したカリキュラムの導

入 
（２）研究：①地域ニーズ受け入れ体制の強化、②卒業研究・自主探究における

地域志向テーマの推進、③地域課題の学内周知と早期解決に向けた支援 
（３）社会貢献：①公開講座と出前授業の充実と活性化、②図書館における専門

図書の充実と一般開放、③グローバルな街づくり支援、等の取組を重点的に実施

して、大きな成果をあげてきました。 
特に、八戸高専の教育・研究成果を青森県内に広く周知する「まちなか文化祭」

（青森市、弘前市、八戸市開催）や「クリスマスレクチャーin 八戸高専」などを

開催してきました。また、本校独自の教育プログラムである、「自主探究」の成

果を地域に発信して、学生の起業や地域振興に繋がるアイデアを提案してきま

した。 
これら本 COC 事業の成果を基にして、これからも青森県、八戸市ならびに関

連団体と連携協力しながら事業を継続的に推進し、地域課題の解決、地域志向性

の高い人材育成など、地域のニーズに即した取組を実施してゆきたいと存じま

す。今後とも皆様からのご支援・ご協力を賜りますように、お願い申し上げます。 
 
 
 

 

 

 
平成 31 年 2 月 
校長 圓山 重直 
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1
月

24
日

 

1
1
月

29
日

 

 
 

 
 

 
 

 
 

評
議

員
会

 

「
戸

市
大

学
C

O
C
事

業
 
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
参

加
 

 
 

 
 

 
 

 
 

1
1
月

12
日

 

1
1
月

13
日

 

1
1
月

19
日

 

 1
1
月

20
日

 

1
1
月

30
日

 

課
建
築

 
第
１

 

学
北
日

船
会
社

 

施
学

市
内

社
地
域

文
化

 

課
建
築

 
第
２

 

学
日

日
ル

ジ
ー
・
サ
ー

ス
会
社

 

1
1
月

4
～

6
日

 

1
1
月

19
日

 

 1
1
月

28
日

 

 １
１
月

 

「
究

学
ポ
ス
タ
ー

会
」 

「
地

域
文

化
」
に
お

る
地

域

 

「
の
建

築
建

築
研
修

」
 

「
費

建
築

に
る
も
の
づ

く
り

リ
キ

ラ
ム
」 

1
1
月

7
日

 

1
1
月

14
日

 

1
1
月

25
日

 

「
化

学
の
学

校
」 

出
前

授
業

「
留

学
生

」 

出
前

授
業

「
国

際
化

の

学
の

に

て
」
 

１
２
月

 

 

1
2
月

10
日

 

 1
2
月
～

 

 
 

 
 

 
 

第
回

立
会

L
A

N

会
議

 プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
稼
動

 

 
 

 
 

 
 

1
2
月

4
日

 

1
2
月

11
日

 

 
 

課
建
築

 
第
３

 

課
建
築

 
第

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

1
2
月

12
日

 

1
2
月

12
日

 

1
2
月

13
日

 

 1
2
月

19
日

 

  1
2
月

24
日

 

公
開

「
R
E
A

D
 t

o
 A

C
T

!!
」 

「
ま
ち
な
か

学
よ

」 

「
第

２
回

八
戸

高
専

ま
ち
な
か
文

化
祭

」
 

出
前

授
業

「
３

D
パ

ル

立
て
な

イ
リ
ス

知
」

公
 

「
学

校
教

員
研

修
」 

１
月

 
1
月

13
日

 
第

回
立

会
L
A

N

会
議

 

1
月

15
日

 
課

建
築

 
第

 
 

 
 

 
 

 
 

 

２
月

 

 

2
月

5
日

 

2
月

11
日

 

   2
月

24
日

 

第
1
回

Ｃ
Ｏ
Ｃ
評

員
会

 

大
立

学
大

学
・
日

文
大

学
「
C

O
C
成

果

会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

参
加

 

成
2
6

の
定

 

2
月

8
日

 

 
 

2
月

9
日

 

業
学
会

東
北
建

業

会
社

 

業
学
会

八
戸

会
社

 

2
月

3
日

 

 
 

 
 

専
ン
ジ

ア
リ
ン
グ
デ

イ
ン

成
果
報

告
会

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 



－ 10 －

28
 

 
 

H
2
8 

全
体

 
研
究

 
教

育
 

社
会

貢
献

 

月
 

 

4
月

12
日

 

4
月
～

月
 

第
１
回

立
会

開
催

 

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ア
ン

ー
ト
実

施
 

 
 

 
 

 
 

 
 

4
月

13
日

 

 
 

第
１
回
教

育
開

催
 

 
 

4
月

19
日

 

 
 

第
１
回

社
会

貢
献

 

 
 

月
 

 

5
月

 

 
 

 
 

 
 

事
業

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作

成
 

 
 

 
 

 
 

5
月

10
日

 

5
月

9
日

 

5
月

16
日

 

 5
月

 

第
１
回
研
究

 

学
八
戸

会
社

 

2
8

地
域
課
題
解
決

研
究

開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
決
定

 

研
究
シ
ー

の
の
教
員

実
施

7
月

ま
 

5
月

18
日

 

5
月

25
日

 

5
月
～

 

田
 
第

１
回

 

田
 
第

２
回

 

専
ン
ジ

ア
リ
ン
グ
デ

イ

ン
実

施
 

 
 

 
 

 
 

 
 

月
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

6
月

1
日

 

 
 

6
月

5
日

 

2
7

地
域
課
題
解
決

研
究

開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
成
果
報
告
会
」 

施
学

八
戸
市
内

内

地
域

文
化

 

6
月

1
日

 

6
月

5
日

 

 6
月

8
日

 

6
月

15
日

 

6
月

22
日

 

6
月

29
日

 

6
月

29
日

 

田
 
第

３
回

 

「
地
域

文
化

」
に
お

る
 

地
域

 

田
 
第

回
 

田
 
第

回
 

田
 
第

回
 

田
 
第

回
 

地
域

に
お

る
建

の
 

デ
イ
ン

 

6
月

5
日

 

 6
月

11
日

 

6
月

11
日

 

 6
月

19
日

 

6
月

25
日

 

 
 

公
開

「
３

D
パ

ル
立

て
な

イ
リ
ス

知
」 

公
開

「
建

築
」 

社
会

貢
献

事
業

 

「
化

学
の

ま
」 

出
前

授
業

「
留

学
生

」 

出
前

授
業

「
ッ
ト

ト
ル
ロ

ッ
ト

作
て

」 

月
 

 

7
月

 

 
 

 
 

 
 

 
 

成
2
8

評
実

施
 

 
 

 
 

 
 

 
 

7
月

4
日

 

 7
月

20
日

 

  7
月

22
日

 

 
 

施
学

戸
内

田
市

内
地
域

文
化

 

施
学

八
戸

事
業

戸
川
地

・
高

事

業
八
戸

高
事
業

 

業
向

ア
ン

ー
ト
実
施

～
月

 

 
 

7
月

4
日

 

 7
月

6
日

 

7
月

13
日

 

7
月

20
日

 

7
月

20
日

 

「
地
域

文
化

」
に
お

る
 

地
域

 

田
 
第

回
 

田
 
第

回
 

田
 
第
１
０
回

 

地
域
志

向
の
建

業
人

材
育

成
 

7
月

10
日

 

  

月

1
6
,1

7
,1

9
,2

0
日

 

 7
/
25
～

27
 

 
 

公
開

「
n
o

ー
ル

体

A
コ
ー

ス
」 

 公
開

「
第

事

事
前

会
」
 

 公
開

 

「
ジ

ア
ク
リ

ッ
ク

 
」 

 
 

月
 

 

8
月

8
日

 

 
 

 
 

 
 

田
学

大
学

「
C

B
L
研

究
会

」
出

 

 
 

 
 

 
 

 
8
月

8
日

 

 
 

施
学

弘
前
市
内

学
生
キ

ャ
リ
ア

 
 

8
月

8
日

 

8
月

24
日

 

 
 

 
 

学
生

キ
ャ
リ
ア

 

第
２
回
教

育
 

 
 

 
 

8
月

6
日

 

8
月

8
9
日

 

8
月

9
日

 

 8
月

20
日

 

公
開

「
の

」 

公
開

「
化

学
の
学

校
」 

公
開

「
L
E
D

学
の

」
 

公
開

「
ロ

ッ
ト

な

か
」 



－ 11 －

月
 

9
月

28
日

 
成

2
8

評
 

評

 

9
月

16
日

 

 9
月

28
日

 

業
学

八
戸

山
会
社

究
 

施
学

弘
前
市
内

観
光

文

化
 

9
月

28
日

 
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作

り
通

 

英
語
学

プ
ロ
グ
ラ
ム

 

9
月

10
日

 
公

開
「

リ
ッ
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
」 

１
０
月

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

1
0
月

11
日

 

 1
0
月

12
日

 

 1
0
月

15
日

 

  1
0
月

19
日

 

 

業
学

八
戸

ン
ト

会
社

究
 

業
学

Ｃ
研
究

所
学
生
キ
ャ
リ
ア

 

施
学

イ
ン
フ
ォ

ー

シ
ョ
ン

ン
タ
ー

大

島
北
・
東
北
学

 

業
学

日
会
社

 

事
業
所

究
 

1
0
月

12
日

 

1
0
月

15
日

 

1
0
月
～

 

1
0
月
～

 

学
生

キ
ャ
リ
ア

 

北
・
東

北
学

ナ
ー

 

創
成

 

専
ン
ジ

ア
リ
ン
グ
デ

イ

ン
 

1
0
月

1
日

 

1
0
月

15
日

 

 1
0
月

16
日

 

 
 

公
開

「
」 

公
開

「
n
o

ー
ル

体

B
コ
ー

ス
」 

出
前

授
業

「
市

」
出

展
 

 
 

1
1
月

 
1
1
月

16
日

 

 1
1
月

23
日

 

 1
1
/2

3
～

2
7 

  

成
2
6
.2

7
 

成
果

報
告

 

評
議

員
会

 

 高
専

W
ee

k
開

催
 

「
C

O
C
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
 

「
究

ポ
ス
タ
ー

展
」 

「
ま
ち
な
か
文

化
祭
」 

1
1
月

14
日

 

 1
1
月

18
日

 

業
学

会
社
サ
サ
キ
コ
ー

ポ

レ
ー
シ
ョ
ン

 

学
高

会
社

 

1
1
/8

～
11

 

 1
1
月

23
日

 

 
 

究
学

ポ
ス
タ
ー

会
 

 専
ン
ジ

ア
リ
ン
グ
デ

イ

ン
成
果

報
告

会
 

 
 

1
1
月

12
日

 
公

開
 

「
ジ

ア
ロ

ッ
ト
教

」
 

１
２
月

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

1
2
月

14
日

 

 
 

 
 

北
・
東

北
学

 
に
よ
る

 

 
 

 
 

1
2
月

10
日

 

1
2
月

10
日

 

1
2
月

13
日

 

出
前

授
業

「
あ

」 

出
前

授
業

「
留

学
生

」 

出
前

授
業

「
国

際
化

の

学
の

に
て
」 

１
月

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

1
月

18
日

 

 1
月

18
日

 

北
・
東

北
学

 
に
よ
る

 

北
・
東
北

学
 

に
よ
る

Ｃ
 

 
 

２
月

 

 

2
月

1
日

 

2
月

11
日

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
２
回

Ｃ
Ｏ
Ｃ
評

員
会

 

田
学

大
学

 
「

な

り
2
0
16

会
」

参
加

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
月

7
日

 

2
月

16
日

 

 2
月

 

 2
月

 

  2
月

 

 
 

学
生

キ
ャ
リ
ア

実
施

定
 

北
・
東

北
学

 
に
よ
る

 

八
戸
・
北

東
北

学
の

の
文

献
・

作
成

 

ロ
ッ
ト
授

業
に
お

る
 

地
域

業
も
の
づ

く
り

交
流

 

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作

り
通

 

英
語
学

プ
ロ
グ
ラ
ム

 

 
2
月

2
5
日

 

 
 

出
前

授
業

「
留

学
生

」 

 
 

３
月

 

 

３
月

 

 
 

広
島

商
船

高
専

学
校

 

「
成

果
報

告
会

」
出

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 



－ 12 －

29
 

 
 

H
2
9 

全
体

 
研
究

 
教

育
 

社
会

貢
献

 

月
 

 

4
月

4
日

 

4
月

13
日

 

4
月
～

5
月

 

立
 

第
１
回

立
会

開
催

 

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ア
ン

ー
ト
実

施
 

4
月

20
日

 

 
 

2
9

地
域
課
題
解
決

研
究
開

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
決
定

 

 
 

4
月
～

 

4
月

25
日

 

 
 

専
ン
ジ

ア
リ
ン
グ
デ

イ
ン

 

第
１
回
教

育
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

月
 

5
月

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

H
2
9
事

業
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作

成
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

5
月

19
日

 

 5
月

31
日

 

学
化
学

会
社
三

沢
 

2
8

地
域
課
題
解
決

研
究
開

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
成
果
報
告
会
」
開
催

 

5
月

10
日

 

5
月

17
日

 

5
月

20
日

 

5
月

24
日

 

5
月

24
日

 

田
 
第

１
回

 

田
 
第

２
回

 

田
 
第

３
回

 

田
 
第

回
 

地
域

に
お

る
建

の

デ
イ
ン

 

 
 

 
 

月
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

6
月

4
日

 

 
 

施
学

八
戸
市
内

三
戸

内

地
域

文
化

 

 
 

6
月

2
日

 

6
月

4
日

 

 6
月

7
日

 

6
月

14
日

 

6
月

21
日

 

6
月

28
日

 

6
月

28
日

 

 
 

田
 
第

回
 

「
地
域

文
化

」
に
お

る
地

域

 

田
 
第

回
 

田
 
第

回
 

田
 
第

回
 

田
 
第

回
 

地
域

に
お

る
建

の

デ
イ
ン

 

6
月

11
日

 

6
月

17
日

 

 
 

公
開

「
ま
ち
づ

く
り

」 

出
前

授
業

「
留

学
生

」 

 
 

月
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

7
月

14
日

 

 
 

7
月

16
日

 

学
北
日

船
会
社

 

 

施
学

田
市
内

戸

内
地
域

文
化

 

7
月

5
日

 

7
月

16
日

 

 
 

 
 

田
 
第
１
０
回

 

「
地
域

文
化

」
に
お

る
地

域

 

 
 

 
 

7
月

9
日

 

 7
月

13
日

 

7
月

22
日

 

 7
月

23
日

 

 
 

公
開

「
n
o

ー
ル

体

A
コ
ー

ス
」 

出
前

授
業

「
ッ
ク
ト
ー

ク
」 

出
前

授
業

「
く

く
サ

イ
ン
ス
実

教
」 

出
前

授
業

「
学

て
お

も

く
く
サ
イ

ン
ス
実

教

」
 

月
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

8
月

8
日

 

 8
月

8
日

 

施
学

弘
前
市
内

学
生
キ

ャ
リ
ア

 

業
学

地
立

人

産
業

ン
タ
ー

学
生

キ
ャ
リ
ア

 

8
月
～

 

8
月

8
日

 

 
 

専
ン
ジ

ア
リ
ン
グ
デ

イ
ン

 

学
生

キ
ャ
リ
ア

 

 
 

8
月

5
日

 

8
/
7
～

8 

8
月

19
日

 

公
開

「
の

」 

公
開

「
化

学
の
学

校
」 

公
開

「
ロ

ッ
ト

な

か
」 



－ 13 －

月
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

9
月

2
日

 

9
月

23
日

 

 9
月

23
日

 

 9
月

23
日

 

公
開

「
リ
ッ
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
」 

出
前

授
業

「
田

小
学

校
バ

ー
出

展
」
 

公
開

「
ジ

ア
ロ

ッ
ト
教

」
 

公
開

「
建

築
」 

 
 

１
０
月

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

1
0
月

11
日

 
施

学
田
市
内

市

内
内
建
築

学
ア
ー

 

1
0
月

11
日

 

 
 

 
 

 
 

内
建

築
学

ア
ー

 

 
 

 
 

 
 

1
0
月

7
日

 

 1
0
月

14
日

 

 
 

公
開

「
n
o

ー
ル

体

B
コ
ー

ス
」 

出
前

授
業

「
八

戸
小

学
校

バ
ー

」

出
展

 

1
1
月

 
1
1
月

16
日

 

 
 

評
議

員
会

開
催

 

 
 

1
1
月

20
日

 
学

三
会
社

 

八
戸

 

1
1
/7

～
10

 

1
1
月

20
日

 

「
究

学
ポ
ス
タ
ー

会
」 

北
東
北

学
第

３
学

Ｃ
３
お
よ

３
 

1
1
月

6
日

 

 1
1
月

20
日

 

出
前

授
業

「
る

の

作
大

会
」
 

出
前

授
業

「
学

会
」 

１
２
月

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

1
2
月

14
日

 

 1
2
月

15
日

 

1
2
月

22
日

 

 1
2
月

22
日

 

 
 

専
ン
ジ

ア
リ
ン
グ
デ

イ
ン
成

果
報
告
会

 

北
東
北
学

第
３
学

３
 

「
も
の
づ
く
り

」
に
お

る
北

東
北

学

第
１
学

M
コ
ー

ス
O

B
 

「
も
の
づ

く
り

」
に
お

る
北

東
北

学

第
１
学

C
コ
ー

ス
O

G
 

1
2
月

2
日

 

 1
2
月

9
日

 

 1
2
月

9
日

 

1
2
月

16
日

 

1
2
月

25
日

 

出
前

授
業

「
く

く
学

会

～
て
の

学
体

～
」
 

出
前

授
業

「
て

ャ
ッ
ト

よ
」
 

出
前

授
業

「
留

学
生

」 

「
第

回
ま
ち
な
か
文

化
祭

」 

「
ク
リ
ス

ス
レ
ク

ャ
ー

」 

１
月

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

1
月

12
日

 

 1
月

12
日

 

 1
月

12
日

 

1
月

15
日

 

「
も
の
づ

く
り

」
に
お

る
北

東
北

学

第
１
学

E
コ
ー

ス
O

B
 

「
も
の
づ

く
り

」
に
お

る
北

東
北

学

第
１
学

Z
コ
ー
ス

O
G

 

北
東
北
学

第
３
学

３
 

北
東
北
学

第
３
学

Ｃ
３
お
よ

３
 

 
 

 
 

２
月

 

 

2
月

2
日

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
3
回

Ｃ
Ｏ
Ｃ
評

員
会

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
月

23
日

 

 
 

業
学

ア
ン
デ
ス

会
社

 

八
戸

社
 

 
 

2
月

7
日

 

2
月

16
日

 

 2
月

23
日

 

 2
月

22
日

 

 2
月

22
日

 

 2
月

27
日

 

課
建

築
 

地
域

に
お

る
建

の

デ
イ
ン

 

地
域

に
お

る
建

の

デ
イ
ン

 ロ
ッ
ト
授

業
に
お

る
地

域

業
も
の
づ

く
り

交
流
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Ⅱ.実施報告 

１．全体の取り組み 

1.1．学校改革の実現に向けた取組み 

 本事業においては、①地域志向性の高い講義の充実、②異分野連携と地域ニーズへの対応、

③教育･研究･地域貢献の役割の明確化と連携強化、④地域ニーズの的確な把握と対応、という 4

項目を目的として、下記の活動内容に記す学科再編を始めとする 4 つの学校改革を行う。 

 その実現にあたって、地域の有識者を含む運営委員会を設置して地域の意見を反映し、本事業

の取組を充実・発展させる。本事業を評価する委員会を整備して、目標達成度や成果・効果などを

評価し、本校の教育改革とガバナンス改革を推進することができる。 

 ＣＯＣに関する計画立案委員会、計画立案室、教育・研究・社会貢献・情報発信の各ＷＧを発足

し、教職員に対してもＦＤにより本事業の意義や内容について周知徹底を図る。また、フォーラム等

の開催により地域へのＰＲを行い、本校の地域志向性の学内外での周知を図り、本事業の実施基

盤を確立する。また、評価委員会を開催し、各年度事業に対する評価結果を次年度の事業実施

計画に反映させる。 

 

1.2．活動内容 

 本校の教育組織およびカリキュラム改革として、 

１）平成 27 年度学科再編に伴うカリキュラム改正 

２）分野別研究クラスター「系」の再組織化 

３）本校 4 センターの再編 

４）双方向性 Web プラットフォームの構築 

を行うことで、全学的に地域志向性を高め、地域貢献事業の活発かつ円滑な展開の実現を目指

す。この実施に向けて、平成 26 年度～平成 30 年度の 5 年間において、各項目に対して次の取り

組みを行った。 

 

1.2.1 平成 27 年度学科再編に伴うカリキュラム改正 

 平成 27 年度から、地域ニーズに対応して、平成 26 年度までの 4 学科制から<図 1-1>に示すよ

うな 1 学科 4 コース制に学科再編を行った。 
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 学科再編においては、地域に の事業 のある 分野からの を反映して、 リ ・

バ 学コースの 系カリキュラムの充実と関連教員の を実現している。また、 設

学科を ・ 築 ンコースに し、 地域から さ ている 築系 業内容

の充実と平成 2 ・30 年度には関連教員 2 の を実現している。 

 学科再編と に、本科については平成 26 年度までの の 2 学 制を し、平成 27 年

度から 学 ・ 学 ・ 学 ・ 学 によって構成さ る本校 の 4 学 制を した。 学

には、 的な活動を に行うことで 的に ら学 を育成する 学講義のない 間を

設けた 平成 27～2 年度）。この 間は、学 は、 ら ー を設 し まで行う「

究」を実施し、学 の が地域や の な の に むことができる。 究の

で地域 の を実施することも になる。また、全学的な ク の で、平成 30

年度からは、4 学 制の改 が行 、 ・ 学 にも「 究 」の によって 発見

プ セスや 究計画の充実が図ら 、 究を実施する 学 にも学 の や基 学

の を目指した の 業が行 るようになった。なお、4 学 制や 究の につ

いては、本校で平成 26 年度に さ た 事業 には含ま ていないが、学科再編と

に開始した たな教育改革の取組みとなっている。 

 

 

<図 1-1> 平成 26 年 の学科構成と平成 27 年度 の学科構成 



－ 20 －

 
 

<図 1-2> 平成 30 年 の 高 の 4 学 制の  

 

 カリキュラムにおける地域志向科目の学 への周知については、学 ・教育 達目標との整

性をとるための を行い、平成 26 年度においては、 「学 ・教育 達目標」と行動基 の

-2 地域社会への貢献）に する科目 を 成し、学 に明示することにより周知を図った。

学 ・教育 達目標と させた地域志向科目の ラバスへの明記は平成 2 年度 ラバスでの

実現が図ら た。さらに、平成 2 年度から「学 ・教育 達目標」に 、 つの リ ー プ

・ リ ー ）、カリキュラム・ リ ー ）、 ッ ン・ リ ー ））が学 に周知さ 、

地域 への関 を 、その に貢献しようとする方 が明記さ た。 に平成 30 年度に改

正さ た本科の 5 には「地域の に関 を めるため、地域志向科目を設ける。また地域の

を ー とする 究や 業研究を する。」と、また、 科の 4 には「地域の

に関 を めるために ン ニ リン ン、学外研 などの科目を設け、 を する。」

と明確に地域志向に対する 性が記 さ ている。 

 

1.2.2 分野別研究クラスター「系」の再組織化 

 本校では、学 体系で構成さ る学科 平成 26 年 、平成 27 年 はコース）に対し、学科

に対応する全学科 教員組織として分野別研究クラスター「系」が設 さ ていた。

現 は「 間構 ン」、「 クス」、「 成 」、「 ー」、「ナ ク

ー」、「 ・バ ク ー」、「 情報」、「 業教育」の全 系である。 ・ 分野や

3 など社会的な が設置 と 化してきているため、現 の地域ニーズへの対応

な系に再組織化の実現に向けて、平成 26 年度から 、 の 業と について、

業 センター 地域研究 を した情報 や地域 業向け ン ートの分 によ

って、 たな系の 組みの 案に向けた を行ってきた。また、平成 2 年度から 改正によ

り系の が になるようにしてきた。平成 30 年度の で、系の までは って

いないが、 の「系」のなかでこ まで してきた地域のニーズに対応していき、４年次科目の

カリキュラム編成に対応した しい系の を することができた。平成 30 年度から、平成 27 年
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からのカリキュラム進行によって、4 年次において「 業教育」を いた 7 系が する地域志向科

目として ンさ た 科目を実施するに っている。 

 

1.2.3 本校 4 センターの再編 

 教育、研究、社会貢献そ における本校の業 体の明確化と業 内容の整 を目的に、

本校の有する 4 センター 地域 ク センター、地域 化研究センター、 情報センター、教育

研究 センター）の再編を してきた。こ までの 4 センターの業 内容の整 を行う で、

平成 2 年度には、本校の 事業を う 組織として、本校と 外の教育研究 関との

学 ・ 化 を 進し、教職員と学 の教育研究の充実・発展を図るために「 セ

ンター」を 設した。平成 2 年度には、学内 教育研究 び地域との を行うための施

設として設置さ ている現 の「地域 ク センター」を研究活動 び地域貢献活動の活性化を行

うための施設となるように を改 した。さらに、平成 30 年度には、学 に対して の ン

の実現に向けた進学・ 職を 野に た教育の推進と学 の を目的に「キ リ 教育・

センター」を 設した。平成 30 年度に 6 センターとなったことで業 体が明確化さ 、 な

業 内容に応 て、センターでの 別対応が になった。 

 

1.2.4 双方向性 Web プラットフォームの構築 

 地域ニーズを ま た地域志向性の高い教育内容の実現に向けて、地域ニーズの的確な把握

と対応および、地域 業の本校への 等 の 化を目的とした、学内 ーズの発信と

業からの や の を とするＷ の双方向 ス ム Web プラットフォー

ム）の構築を行った。平成 26 年度にはコンセプトと ンの や関連 との情報 有を行

い、平成 27 年度には 運 の開始、そして、平成 2 年度から本 運 を開始した。Web プラット

フォームの構築と運 によって、地域に向けた研究 ーズや 業・ 開講 の情報発信、地

域ニーズの情報 が になった。 

 

1.3 活動内容の情報発信 

 本事業を地域社会に 、 をいた ために、 な によって情報発信を行ってき

た。事業開始 は、 体 催の ントのなかで 明の を設けていた き、 活動を行っ

てきた。また、本校 ーム ー に本事業の ー を組み 、本事業 ントの と実施報告

を して行ってきた。さらに、 の 的ス ースに本事業に ラ 等を置かせていた こ

とによって、本事業を地域社会に対して できた。 

 本事業の地域へ周知を目的として、平成 27 年 2 11 には、「地 知）の 整備事業キック

フ・フォーラム」を開催した。１ の会 容 に対し、 者 5 内 40 ）

と であり、地域の関 と の高さが た。 62 ） 

 本事業の の明確化を目的とした 間成果報告の 置 けとして、平成 2 年 11 23 に

は、「 高 フォーラム・地域活性化と高 の役割」を実施した。フォーラムから始まる連

5 間を高 Wee と し、フォーラムに 、 ン ニ リン ン成果報告会、ま なか

化 、 究 スター の 展示を実施した。 64 66 ） 

 本事業の 年間を した取り組みおよびその成果を地域へ向けて報告するために、平成 31 年 2

26 には、「 フォーラム～ 成果報告会～」を開催した。 6 ）



－ 22 －

 
 

２．教育事業 

2.1 育成する  
実 報

実

 
実

実 実施

 

 

<図 2> 地域志向カリキュラムの  

 
2.2 実施内容 

本事業の教育分野における達成目標は、 

１）より の地域志向を組み カリキュラム改正 

２）地域 業ニーズに対応したカリキュラムの  

３） ーバ 育成のための 教育 

により、地域 に関 ・ を 、 、地域に貢献できる「 知識活 」「社会

」「 発的行動 」「 的 野」を った の育成である。この実現に向けて、平成２

～３ 年度は次の取り組みを行った。 
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 Ⅱ.実施報告 

１） 学科再編により し さ る 築系カリキュラムの地域志向性の充実を目的として、

における 築 ・ の 築 という地域 を活 した研 を実施

した。 者を た 高 学 ・教職員の 計 2 が した。 

 

２） 科 1 年 対 の ン ニ リン ン科目においては、全学 科目である

ン ニ リン ン は、 立 、 、 リ ント 科学 、

本 研究開発 構 研究開発センターといった各地域 関より さ た講

による講 が行 た。Ｐ 業により地域 を行う 科目の ン ニ リン

ンⅡは平成２ 年度に開講 を して実施さ た。 

本事業において教員と地域との教育に関する しを行う地域教育コー ータの

が行 、 さ た。 

 

３） 高 ・地域・ 外連携校の による地域に貢献できる ーバ 育成プ ラムの

として、 が る ー 「 の ー りと情報発信 の強化」に基 き、

本校の 学 と 本 学 が し、地 業等の を て を実施し

た。 結果に基 いて 学年の 業において による ンフ ットが 成さ

た。 

 

４） 異 化 を目的とした 活動では、平成２ 年度は本校から 外に行 学 は

しすでに目標 に達している。 

教育コー ータは平成 27 年 2 に さ 、本事業における学 の地域志向

の高い 教育に関 することができている。 

１） 平成２ 年度は、１学科４コース制と４学 制の 、さらに 究活動を実施した。学

科再編による効果として、 築系コースの 設により、 ・ 築 ンコースの学

が平成２ 年度１． から平成２ 年度３．１ に し、地域ニーズに した

改組の効果が ている。 究活動においては、地域 を とした ー に取

り組 のは、1～3 年 の全学 の 4 割 度であった。 は、 学年から開講 の

地域志向科目や地域 業見学会などにより、地域の現 を した学 が、 発的に地

域 を発見し取り組むことを計画している。 

 

２） 科 対 の ン ニ リン ン科目では、 科 1 2 年全員が学外講 に

よる地域 に関する講義を 講し、 がＰ 業による に取り組 。

、 立 、 、 リ ント 科学 、 本 研究開発

構 研究開発センター、地域 内会 内会）、地域 ＰＯ 達者 ）

といった な外 関の をいた いた。報告会 は、次年度 の について

の地域 業から の し があり、地域 業の本校教育への が強 になるも
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のと している。 

 

３） 地域志向科目の の つである ・ 学は、地域を 化・ ・ 業・ 活・キ リ

といった な から学 する科目 として、現 、実施内容の な を行って

いる。 学年全学科 「 別講義」においては、 に地域キ リ 教育の から地域で

活 するキー ー ンや本校 業 １ １ ）による講義 ）を実施し

た。 

 

４） 平成２ 年度からは、 高 教員Ｏ で高度 研究会 学 連携により地域

を図る地域 業・研究者を ンバーとした研究会）会 が地域教育コー ータと

なり、地域 のための地域と学内との連携に めており、講義内容に反映させている。 

 

） ーバ 育成プ ラムとしては、 、 外学 とともに の の を発

見する「 の科学を た 」が展開さ ３ の学 が し、 外と 本の

により地域の さを知ることができた。また、 に関する リーフ ットの 成等が行

た。 

 

平成２ 年度  

１） ４学 制 による カリキュラムにおける地域志向科目の改 が行 、 究活動

や ン ニ リン ンなどの した教育に 、３学年対 の講 会や

のセ ナーが開催さ た。 

 

２） 究科目の成果は、本校で開催さ た スター発 会において 1 年から 3 年まで全

員の成果が報告さ 、高 Wee においては、 スター発 会における がま

なかに展示さ た。さらに、ＣＯＣ 事業「 ー ン・ ン ー・ コン スト」

に 展し、 ランプリ を した。 

 

３） ーバ 育成を目的として、 科 別研究発 会では全学 、本科 業研究

発 会では進学 者全員が でプ ンを行った。 

 

４） 各学科 2 の教員による 業 の 5 分間を、 で講義を行う取組みが行

た。この実 を含めた教職員の ーバ 教育 向 のために、教員 6 が リ ナ 学

によって行 た を って 業をするための研 に した。 

） 科 対 の ン ニ リン ン科目では、 科 1 2 年全員が学外講 に

よる地域 に関する講義を 講し、 がＰ 業による に取り組 。

、 立 、 、 リ ント 科学 、 本 研究開発

構 研究開発センター、地域 内会 内会）、地域 ＰＯ 達者 ）

といった な外 関の をいた いた。報告会 は、次年度 の について

の地域 業から の し があり、地域 業の本校教育への が強 になるも
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 Ⅱ.実施報告 

のと している。 

） 地域志向科目の の つである ・ 学は、地域を 化・ ・ 業・ 活・キ リ

といった な から学 する科目 として、現 、実施内容の な を行って

いる。 学年 「 別講義」における地域のキー ー ンや本校 業 による講義

）の か、４学 制にともなって開講さ た発展学 間の全学年全学科 コース

業「社会科 Ⅱ」では 業プ ラム全体を して ・ 地域における

と地域 りを ー とした。またこの で 事業として現 整備が進めら てい

るみ の ト 間の の現地 フ ー ーク）を実施した。 

 

平成２ 年度  

１） ・ 学は、2020 年度のカリキュラム改正を見 てさま まな 方 の を

ている。地域キ リ 教育の としての 学年 「 別講義」 ）、地域

りを ー とする全学年 「社会科 Ⅱ」 発展学 間 の開講の か、社会科の

業の で ・ の を取り た。さらに地域キ リ 教育の をよ

り 学年から する 、また全員が 講する 会として、１学年全員が に 講す

る「もの り基 」の で、各学科 の４ の 業 が地域での 事について講義す

る 間を計４ 分設 した。また３学年においては各クラスの「 活」２ 分を って、

２クラス と ２ ） の の講 会を開催した。 

 

２） 究活動の取組みは３年目となり、その ・指 方 は 年改 さ ている。本

的に 究活動を実施する み～ 学 の、 ・ 学 における

e  ee  ）等、学 を 体としながら 究 ー や研究 備の

ート方 を成 させている。地域 を とした ー 設 も してきた 方で、

ーバ 育成の として、 外 究の展開も 的に さ た。 ン か

らの 学 が 本で ーズ を学び、 ン の高 と で ン での しい

ーズ開発に取り組 。 は、 本 学 が 外の に取組 り、 学 が

地域の に 的に関 ったりすることにより、地域志向と 化の の進展が

さ る。 

 

３） 究科目の成果は、本校内の ートプ ン ー ンと スター発 会において

1 年から 3 年まで全員の成果が報告さ 、「ま なか 化 」において、 が 内

の ッ ン センター会 に展示さ た。ＣＯＣ 事業「 ー ン・ ン ー・

コン スト」では、 学 らとの発 の で、またも本校 学年 が ランプリ を

した。 

４） 科の ン ニ リン ン科目では、 科 1 2 年全員が学外講 による地域

に関する講義を 講し、 がＰ 業による に取り組み、地域 業と

本校の 体制を強 にしている。 
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平成３ 年度  

１） ・ 学は、2020 年度のカリキュラム改正 に できるよう、さま まな 行を

ている。その でと に地域キ リ 教育の としての１学年 「もの り基 」、３

学年 活、 学年 「 別講義」 ）の実施を けてきたことで、かつてな 学校

と地域で活 している 業 の と ット ーク りが 化した。 

 

２） 究活動の取組みのさらなる改 として、 ・ 学 における「 究 」の設置、

e  ee  ）さらに 教員による バ スの実施等、学 を 体と

しながら 究 ー や研究 備の ート方 を充実させた。 ーバ 育成

の としての 外 究もさらに組織的に展開し、 ン 、 ンガ ー において

実施さ 、 スター発 会においても 外 究 の ースが設置さ 、

した 外教員に対してのプ ン ー ンも実施さ た。 

 

３） 究科目の成果は、1～3 年 のみなら 4 5 年 も ートプ ン ー ンと

スター発 会において全員の成果が報告さ た。1～3 年 の は「ま なか 化

」において、 の ・ 施設の会 に展示さ た。ＣＯＣ 事業「

ー ン・ ン ー・ コン スト」では、 学の学 との の で、 年も本

校 学年 が ランプリ を した。 

 

４） 科の ン ニ リン ン科目では、 科 1 2 年全員が学外講 による地域

に関する講義を 講し、 がＰ 業による に取り組み、地域 業と

本校の 体制を強 にしている。 
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 Ⅱ.実施報告 

2.3. 達成  
31.1.31 現  

項目 
26 

年度 め

達成  30 

達成目標27 2  2  30 

地域志向科目  12.0 13.4 27.6 2 .3 31.1  22.5

地域志向内容の 関 割  3.4 3.5 4.1 6.3 6.5  .0

外研 講学     41 55 65 67 44  40

外 学 の   22 55 23 15 21  30

 

１） より の地域志向を組み カリキュラム改正 

地域志向科目 に関しては、各科目で し つでも地域志向の内容を取り 、また平成 27

年度 の 究プ ラム にともなう カリキュラムで、地域志向科目 が き し、

目標を達成している。ＣＯＣ 間を して教員の確実な意識の 化が見て取 る。 

方で地域志向内容の 関 割 を見ると、 年 か つ してきているが、目標達成に

は なかった。各科目のカリキュラム内容がかなり 成さ ており、さらに４学 制と 究活

動 にともなう しい 業 間・ 間の制 の で、各 の科目の で地域志向内容を に

することは しかったことが さ る。 

た し、 評価に反映さ ていない として、「地域志向もの りカリキュラム」は、そのプ

クトの は、 の 業 間外で実施、開催さ てきたものであり、 としての

業科目の プ ンとして、地域志向内容を き 充実させてきたとい る。< 2-1> 

 

 

  

「組み み ット 業における地域 業と連携したもの り 」の  
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< 2-1> 地域志向もの りカリキュラム実施  

年度  教員 プ クト  

26    の 築 を活 した 築研  

27 

 

 信  から 性 を るフォーラム 

 みどり 高 学 キ リ  

  「地域 と 化」における地域 発  

  
地域 業と連携した組み み ット 業における 

向 の実  

 
  築に関するもの りカリキュラム 

  の 築 を活 した 築研  

2  

 

 みどり 学 キ リ  

  「地域 と 化」における地域 発  

  学 の 化と 本事情 

  ンフ ット りを した 学 プ ラム 

   
組み み ット 業における地域 業と連携した 

もの り  

 
  地域志向 の 設業 育成 

  地域における 設分野の設計 ン講義 

2  

 

 みどり 学 キ リ  

  「地域 と 化」における地域 発  

  ンフ ット りを した 学 プ ラム 

   
組み み ット 業における地域 業と連携した 

もの り  

 

  地域における 設分野の設計 ン講義 

  築  

  内の 築見学 ー 

30 

 

 みどり 学 キ リ  

  「地域 と 化」における地域 発  

  ンフ ット りを した 学 プ ラム 

   
組み み ット 業における地域 業と連携した 

もの り  
ス ム ンコース 情報 学コース 

リ ・バ 学コース ・ 築 ンコース 

 

また地域志向科目の の つである「 ・ 学」についても、現 でこ を 立した

科目として全員 で することは には 、平成 32 2020）年度に さ るカリキュ

ラム改正での をめ して、さま まな 行を実施してきた。その では、地域キ リ 教育を目

的とし、地域で活 する 業 による講義を 展開してきた 5 年 「 別講義 ）」
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< 2-2> か、1 年 および 3 年 対 「 学」< 2-3>）。こ により学校と地域で活 して

いる 業 の ット ークが 化した。本校 業 の地域への ターン・ ターンを 進する で、

その け となる き地域の との信 と 関 が まったのは きな であった。 

 

< 2-2> 5 年 「 別講義 ）」講義  

年度   実施  ・役職         

27 

1 2015.04.15 
会社 ンバーズ 

取 役 行役員 
 正  成 する 活 

2 2015.06.10 
会社  

取 役社  
  

本 で と対 することの

しさ 

3 2015.06.17 
営 活動  

Ｃ  事  
  

地域 ラン ン で外 をか

せ  

4 2015.06.24 

会社 ー ック 

行役員 

営業 ープ ー ー 

向   者と ス 営学 

5 2015.07.01 
本 社 

運  運 見  
 周  職して見 た  

6 2015.07.0  

学 学 学研究科 

平 研究室  ） 

員教 ） 

平   
業 活 43 年の をあなた

に  

7 2015.07.15 
地方 本  

本  
  

が を取り 全

と 本の  

 2015.07.22 

会社 

設  

設   

 
高 を してから 年 った

現 まで 

2  

1 2016.05.1  

ま り 化ス ー

 ータ ュー

ム 画運営  

コー ーター 

  

のま りの たな

性 -

- 

2 2016.05.25 

 整備  

築指  

築   

  の 事、教 ます。 

3 2016.06.01 

会社 

ー ンコント ー 研究  

  

 者としての 職、 ターン 

4 2016.06.0  
地方 本  

本  
  

が を取り 全

と 本の  

5 2016.06.15 会 員    で の を る 

6 2016.06.22 フリー ズ   クリス フリー ズから へ発進

7 2016.06.2  
むつ 会社 

本   
野  記 

な ーの 地 

むつ 開発地  

 2016.07.06 
有 会社  

取 役 
野  

「リスクを取って ンスをつか

め 」～リスクな して成 な

し、 ン し けることで

たな を り け ～ 

 2016.07.13 

会社 ー ック 

行役員 

営業 ープ ー ー 

向   者と ス 営学 

10 2016.07.20 

業高等 学校 

ＣＯＣ事業 

地域教育コー ーター 

  
キ リ ・ ン ～目標を

って を～ 

 



－ 30 －

 
 

 

年度   実施  ・役職         

2  

1 2017.05.10 

ま り 化ス ー

 ま り 化推進室

ックセンター  

 信 を「本のま 」に 

2 2017.05.17 
リーン  

事 
 平 の ー 

3 2017.05.20 

会社クラ ン ュタ ン 

 取 役  クリ ・

クター 

  りの とその 有性 

4 2017.05.24 
地改  

事  
  

に取り組む 業 整

備事業 

5 2017.06.02 
社 ー クニ

カ 事 
  の 事の 図 

6 2017.06.07 

地方 立行  

業 センター 

地域研究  

ス ム  研究員 

  あおもりの 、 で ート 

7 2017.06.14 

会社 

ー ンコント ー 研究  

 

 明 の き方 

 2017.06.21 
会社 

  
本  業が める  

 2017.06.2  
設 業 会社 

 業  
  

年社員から見たキ リ プラン

について 

10 2017.07.05 
は のへ ンズ ク ン 

 
 

社会を る さな  

  ～す てのことに意 がある～

30 

1 201 .05.0  
会社 ーリー 社 

編 化 記者 
  記者として見たこと、 たこと 

2 201 .05.16 

ク ス ム ン ニ リン

会社 本  開発

  

役 地方と 者の  

3 201 .05.23 

 

ま り 化ス ー  

ま り 化推進室 事  

学 員 

  
ート事業を して見 る の

ま  

4 201 .06.06 
下 地域  地域整備

築指   
  

職を めた 会いとこ からの

き方 

5 201 .06.13 せ い 研究     

な と の が地域を

る ～ ける地域にな

るために～ 

6 201 .06.20 

本 会社 

社 セン

ター 画 全科施設

 平 社会 年目を て 

7 201 .06.27 
会社 

 結   
本  の 25 年の み 

 201 .07.11 
設 会社 

  推進室  
下   地 設会社の  

 201 .07.1  
ＰＯ の のりの  

事 
下向  

地方社会の 性 

 ってきて、よかった。  

10 201 .07.25 
動 会社 

取 役 
  

高 業 が地 で  

動 編 

 

 

 
 

 

年度   実施  ・役職         

2  

1 2017.05.10 

ま り 化ス ー

 ま り 化推進室

ックセンター  

 信 を「本のま 」に 

2 2017.05.17 
リーン  

事 
 平 の ー 

3 2017.05.20 

会社クラ ン ュタ ン 

 取 役  クリ ・

クター 

  りの とその 有性 

4 2017.05.24 
地改  

事  
  

に取り組む 業 整

備事業 

5 2017.06.02 
社 ー クニ

カ 事 
  の 事の 図 

6 2017.06.07 

地方 立行  

業 センター 

地域研究  

ス ム  研究員 

  あおもりの 、 で ート 

7 2017.06.14 

会社 

ー ンコント ー 研究  

 

 明 の き方 

 2017.06.21 
会社 

  
本  業が める  

 2017.06.2  
設 業 会社 

 業  
  

年社員から見たキ リ プラン

について 

10 2017.07.05 
は のへ ンズ ク ン 

 
 

社会を る さな  

  ～す てのことに意 がある～

30 

1 201 .05.0  
会社 ーリー 社 

編 化 記者 
  記者として見たこと、 たこと 

2 201 .05.16 

ク ス ム ン ニ リン

会社 本  開発

  

役 地方と 者の  

3 201 .05.23 

 

ま り 化ス ー  

ま り 化推進室 事  

学 員 

  
ート事業を して見 る の

ま  

4 201 .06.06 
下 地域  地域整備

築指   
  

職を めた 会いとこ からの

き方 

5 201 .06.13 せ い 研究     

な と の が地域を

る ～ ける地域にな

るために～ 

6 201 .06.20 

本 会社 

社 セン

ター 画 全科施設

 平 社会 年目を て 

7 201 .06.27 
会社 

 結   
本  の 25 年の み 

 201 .07.11 
設 会社 

  推進室  
下   地 設会社の  

 201 .07.1  
ＰＯ の のりの  

事 
下向  

地方社会の 性 

 ってきて、よかった。  

10 201 .07.25 
動 会社 

取 役 
  

高 業 が地 で  

動 編 
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< 2-3> 1 年 および 3 年 対 「 学」講義  

年度 実施   ・職  講  

2  

2016.12.14 

この地で 業しよう 

「 業は、 にも ます。事業は

の と しています。」 

あなたに、 意を いたします。

たいよう 事  

会  
  

2017.01.1  
化の いや 性の いとは

ーバ な の ） 

会社 ン リ ン

トプラ  

 

  

2017.02.16 
域 業 の 域化と

化 

会社 コン  

業   
  

2017.01.1  
社会 と学 との 会 

「キ リ カフ 」 

会社 ナ  

職情報事業本  画

報 ック 

キ リ ート  

  

会社 キコー ー

ン  
  

プ ン ト ックス 会社 

事業   
 達  

2  

2017.11.20 
ー ー ン～地方

）から き こす社会 革～

会社リ ラ ズ 

取 役 
下   

2017.12.15 
業高等 学校 キ リ

 

営 事  

 
  

2017.12.22 会社 と に向けて 
発 ク 会社 

設計 リー ー  
 知  

2017.12.22 

もの り基  

～ って、地方にいたって 事

で と る 

会社  

ント 事業本  

開発   

構  

201 .01.12 を ること 

会社 

ー ンコント ー 研究

  

 明 

201 .01.12 
につながる 年間 

～ リ 高 の ～ 

ま り 化ス ー

 

ま り 化推進室  

  

201 .01.12 って う 

本 バンスト ク ー

会社 

取 役 

  

201 .01.15 施設の 置について 

 

センター  

置センター 

 

  

別講義「 」講義の  
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年度 実施   ・役職 講  

30 

201 .11.06 ま なか のある、ま 。 
ま なか  

ニ バ ー 
下  

201 .01.11 
プラン しの 年間を て 

～現 に るまで～ 

整備

 画・ 整 ープ 
本  

201 .01.11 社会 として なこと 
会社 センター  

 
  

201 .01.1  会社 と に向けて 
発 ク 会社 

設計  
  

201 .01.1  こ からの高 に すること 

ク ス ム ン ニ リン

会社 本  

開発   

ッ役  

201 .01.1  
地域で として 

現役高 のみなさ へ 

有 会社 動  

取 役 
  

201 .01.2  ン ニ と ス  
会社 ー ック 

取 役社  
向   

201 .02.14 きなことを 事にする 
社 ト

画 
  

 

 

２） 地域 業ニーズに対応したカリキュラムの  

平成 27 年度の な学科再編は、 の 化と地域 業 のニーズに応 ようとするもの

であった。地域 に対するＰ を らいとしてすでに開講してきた 科「 ン ニ リン

ン」や、地域 志向の 業研究、 別研究に 、さらに 究活動プ ラムと カリ

キュラムの によって地域 業ニーズに対応する体制が き 進化してきた。 

また 科 や本科 5 年の 研のみなら 、 学年 の 究でも た成果を地域社会

に発 する としてＣＯＣ 事業「 ー ン・ ン ー・ コン スト」等の 会を 、

学 にとっても地域 業 の が いことを実 できる教育 整備が進 。高等教育

関と地域 業との のコ ュニ ー ンと により の進展が できるであ う。 

 

３） ーバ 育成のための 教育 

本校からの 外研 講学 は年度による はあるものの、 年間を して目標 を っ

ており、学 た の意識は ーバ に開か ているとい よう。 

方、外 学 の については、 研 の年度によるバラつきや、4 学 制

「 学」講義の  
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の研 の もあり、平成 2 ～30 年度については目標 を下 った。 

しかし本校は、 より3年次から てきた の 学 や ー 学 、

の研 を けてきたフランスの の 学）等に て、 トナム）

e  e  e e  e    W e  e e   との学

平成 27 年 ）、 ） 学との教育 び研究における と連携に関する 平

成 27 年 12 ）、 ニュー ーラン ） タ リ クニックとの学 平成 2 年 12 ）、

ン 学 高 との学 平成 2 年 3 ）、 ） 連 学との学

平成 2 年 3 ）、 リカ） リ ナ 学との学 平成 2 年 7 ）、 ンガ ー

セク リ クニックとの学 平成 2 年 ）、等、 活動はますます活発にな

っている。平成 31 年度からは、タ ュラ ーン ンス スクー け 事業とし

て、本科１年次からの 学 け と、 の開設に向けて 備を進めている。 

 こうした 下で、本校では 応な 、教職員・学 ともに ・コ ュニ ー ン の向 が

めら ている。こ はも 学、コ ュニ ー ンのスキ に まら 、 化 の意識

向 の である。また地域にとってより なのは、外 学 の教育 を充実させ、高

度なスキ を った外 を育成し、地域への 職を すること。あるいは して 職に

業 との ット ークを て、 地域と 外との 的な プを構築してい ことであ

う。このような につながる地域志向もの りカリキュラムのプ クト ー は であり、

ーバ 育成のための教育 整備の とい る。こうした においても、地域社会や

地域 業 との連携を め、取り組 でい ことが さらに となる。 

  



－ 34 －

 
 

３．研究事業 

3.1. 事業の目的 

 本校には、 業等からの ・委 研究等の として地域 ク センターがある。また、地域の

社会 化系の 研究組織である地域 化研究センターがある。 業系の高等教育 関のため

に、平成 25 年度の 実 は地域 ク センターが と どである。現 の本校各センターで

は、基本的には 業からの の役割を っているが、 業からの 研究・委 研究は、

各教員が らの ット ークにより実施している。そこで、地域 ク センターが 動的に地域ニー

ズを把握し、 研究・委 研究を 的に開始できるような体制整備・実施することを本事業の

目的の つとする。 

 また、地域のニーズには、 間で応 ら るものと 年かかる 研究等の な があ

る。把握した地域ニーズを 別に分 し、 業 ・ ・ 研 ・ 研究 など、

教育から研究まで に割り りする ス ムを構築することも目的の つとする。 

 や 3 など の学科 での取組みでは 的・設備的に が な

ー が あり、再組織化した「系」を活 した学科 プ クトの充実化を図る。 

 

3.2. 実施内容 

本事業の研究分野における達成目標は、 

１）地域ニーズ 体制の強化 

２） 業研究・ 別研究における地域志向 ー 実施の推進 

３）設 した地域 の学内への周知と に向けた  

の実現であり、 動的に地域ニーズを把握し教育から研究まで に割り りする ス ムを構築

し、地域ニーズに対応した研究・ の推進を行い、地域 へ教職員や学 が 的に関 り、

地域 業の ・発展に することである。この実現に向けて、平成２ ～３ 年度において次の

取り組みを行った。 

 

平成２ 年度  

１） 地域 業等に対する本事業の周知と の円滑な連携のため、本事業推進 者により、

地域もの り 業フ 平成２ 年２ ２ ）と フォーラム 平成２ 年３ １２

）といった地域 業等の する ントにおいて本事業 明 ースを設置し、講 を行っ

た。 

２） Web プラットフォームにおいては、コンセプトと ン を するにとどまったが、ＣＯＣ

事業情報発信のためのＷ トを本校 ーム ー に構築した。 

３） 別研究の 発 において、 発 を義 化したことにより 年度を た

100 の達成 となった。 
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平成２ 年度  

Ｗ プラットフォームの 運 を開始した<図 3-1>。地域 業の方に クセスを し、地域

の めに応 て本校教員の研究 ーズを に情報 するための フトについて改

を行った。 

１） 本事業で設 した４つの地域 の を目的とした地域 研究開発プ クト

の学内 の結果、平成２ 年度は を した。その成果は平成２ 年度に成果発 会と

して報告した。なお、本プ クトには平成２ 年度は１１ と の応 があり、教員の地域

に向けた意識の高さが た。 

２） 平成２ 年度より地域研究コー ータとして、 高 Ｏ で ン リ ントプラ

の 学 連携推進 関）の が にあたった。 

 

<図 3-1> Web プラットフォームの 図 

 

平成２ 年度  

１） Web プラットフォームの本 運 を開始し、地域に向けた研究 ーズの発信と地域ニーズの

情報を する 組みを構築した。また、本事業において 開発した 業に関する情

報発信のための 備を開始した。 

 

２） 地域 業向け ン ートを実施し、分 結果に基 き、 たな系の 組みの 案に向けて

を開始した。 

 

３） 地域研究コー ータと全教員との および地域 業 により、教員 ーズと地域ニ

ーズとが結びつ 組みの構築を行った。こ らの取り組みにより４ の ッ ン が実現した。 

 

４） 本事業で設 した４つの地域 の を目的とした地域 研究開発プ クト

において、平成２ 年度に さ た のプ クトについては平成２ 年 １ に成果
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 報告会を実施し、地域に向けて研究成果を した。また、平成２ 年度については１ の

応 があり、そのう を し実施した。その成果は平成２ 年度に した。 

 

） 教職員と学 を対 とした地域 業・施設への見学会を実施した。平成２ 年度の実施

は１３ であった。また、 ン リ ントプラ 事業の地域 業プ ー ン ー

成に学 が し、 業について するとともに 業のＰＲ活動に貢献した。 

 

平成２ 年度  

１） 本 運 を開始した Web プラットフォーム内に たな を開設した。 は１

にとどまったが、 での せが た。また、本事業において 開発した 業を

Web プラットフォーム で 開するため、 教員から 14 の ータを し、Web に

開した。この結果、 い せが 、 年度の 7 を る 13 の応 があった。 よ

り、Web プラットフォームの効果的な運 ができた。 

２） 教員 ーズと地域ニーズとが結びつ 取組を推進するため、研究コー ータが平成 28 年

度に地域との 研究を行っていた教員との および 業との情報 を行った。その結

果、 も地域に関連する ー で研究を することを確 できた。 

３） 本事業で設 した４つの地域 の を目的とした地域 研究開発プ クト

において、平成２ 年度に さ た のプ クトについては平成２ 年 ３１ に成

果報告会を実施し、地域に向けて研究成果を した。また、平成２ 年度については の

応 があり、そのう を し実施した。その成果は平成３ 年度に した。 

４） 教職員と学 を対 とした地域 業・施設への見学会を実施した。実施 は１ であった。

また、 ン リ ントプラ 事業の地域 業プ ー ン ー 成に 科 が

し、 業について するとともに 業のＰＲ活動に貢献した。 

） 改正により系の が になるようにした。また、平成 30 年度から 4 年次で

する系による科目のカリキュラム を行った。系の までは っていないが、４年次

科目のカリキュラム編成により しい系の を することができた。 

） 内 業内容 明会が平成 29 年 9 23 に行 、51 社が した。 した 業

の方 と情報 を行った。 

） 業研究・ 別研究において地域関連 の ー を実施した。 業研究では４ 、 別

研究では の地域関連 を推進できた。 
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平成３ 年度  

１） Web プラットフォーム内に開設した からの は 外 業からの１ にとどまっ

たが、 での せが た。また、 業に関する せが あり、 での い

せも含めて 年の１３ を る２ の応 があり実施した。さらに、地域 との関連

性を記した 研発 ー および 別研究発 ー を Web プラットフォームに するこ

とによって、研究 ーズの地域へのＰＲを行った。 より、Web プラットフォームの効果的な

運 ができた。 

２） 本事業で設 した４つの地域 の を目的とした地域 研究開発プ クト

において、平成２ 年度に さ た のプ クトについては平成３ 年 ３１ に成

果報告会を実施し、地域に向けて研究成果を した。また、平成３ 年度については４ の

応 があり実施した。その成果報告会は平成３ 年度 に開催 である。 

３） 教職員と学 を対 とした地域 業・施設への見学会を実施した。実施 は 10 であっ

た。また、 科目として 科 ン ニ リン ンを実施し、この科目により地域 業

との 教育を行い、地域 の に貢献できた。 

４） 平成 27 年度からのカリキュラム改 により、平成 30 年度から 4 年次において系が する

業を実施した。４年次科目を に実施したことで、 しい系の を することができた。 

） 内 業内容 明会が平成 30 年 10 13 に行 、5 社が した。 した

業の方 と情報 を行った。 

） 業研究・ 別研究において地域関連 の ー を実施した。 業研究では 74 、 別

研究では 3 の地域関連 を推進できた。 

 

  

地域 研究開発プ クト成果報告会の  
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3.3．達成    
31.1.31 現  

項目 
26 

年度始め

達成  30 

達成目標27 2  2  30 

業との 研究

含む） び  
24 14 13 25 32  50

地域志向明示 ー の 業研

究・ 別研究 の割  
20.0 32.3 32.2 30.7 3 .1  50.0

による 別研究発  100.0 100.0 100.0 100.0 100.0  50.0

による 業研究発  22.2 22.6 51.4 42.1 47.7  50.0

 

１） 地域ニーズ 体制の強化 

地域 業が有する を双方向で な Web プラットフォームを開発する。地域 ク

センターへの い せに対応し、 のために 業 ・ ・ 研 ・ 研

究 といった 設 を行い実施する。なお、連携 体の のもと、Web プラットフォ

ームの地域へのＰＲを実施する。平成 30 年度の 含む）を平成 25 年度 2

に目標 を設 する。 

達成 は 下のとおりである。 

平成 26 年度に Web プラットフォームの を し、平成 27 年度に バー ンを開発し

た。その 、平成 2 年度から本 的な運 を開始した。地域 ク センターへの い せに対

応するとともに、 研究等へと発展させることができた。なお、Web プラットフォームの は

下のとおりである。 . e- . . eb e . ） 

Web プラットフォームの ンフ ット<図 3-2>を 成し、連携 体の のもと ンフ ットの

および周知を行い、地域 業等へのＰＲを実施した。 

方、平成 2 年度には、本事業において 開発した 業の ー および内容について

Web プラットフォーム で 開した。この結果、 業の い せが 、平成 26 年度は 6

の応 であったが、平成 30 年度には 26 まで した< 3-1>。 より、Web プラットフォ

ームの効果的な運 ができた。 

平成 30 年度の 研究 含む） び 等の を 50 に設 したが、

実 の は 32 であり、達成 は 64 であった< 3-2>。 方、 のみについて

は、平成 30 年度の目標 は 20 であったが、実 には 21 の があり、目標を達成で

きた。 

より、地域ニーズ 体制の強化については、 達成できた。 

 

< 3-1> 業 せおよび実施  

  26 27 2  2  30 

せ   -  -  - 1 6 

実施  6 7 13 26 



－ 39 －

 Ⅱ.実施報告 

< 3-2> 研究・ ・  

  26 27 2  2  30 

研究 4 1 2 4 4 

  6 7 7 

 11 7 4 13 21 

計 24 14 13 25 32 

 

<図 3-2> Web プラットフォーム ラ  
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２） 業研究・ 別研究における地域志向 ー 実施の推進 

本科 業研究・ 科 別研究では地域と連携 な ー は いが、地域との連携実 は

ないのが現 である。また、成果発 においても学 研究としての成果であり、 に実 化に

結びつ ことは しい。そこで、研究 ー と地域 との関連とをまとめることで地域へのＰＲを行

い、地域 業との 研究等による地域関連の を平成 30 年度には 50 になるように設 す

る。そ により、教職員はもとより学 に対しても な地域ニーズの と関 を させる。

別研究発 は全て とし、 業研究も 発 を平成 30 年度までに 50 とする。 

達成 は 下のとおりである。 

教員研究 ーズを Web プラットフォーム に 開することで、地域に対して 的に情報発信

を行った。また、地域 との関連性を記した 研発 ー および 別研究発 ー を Web

プラットフォームに することによって、研究 ーズの地域へのＰＲを行った。 

本科 業研究、 科 別研究において、地域関連の は平成 30 年度には 50 になるよ

うに設 した。平成 26 年度は 20 であり、平成 27 年度から平成 2 年度は 30 強で推 したが、

平成 30 年度は 3 となり、達成 は 0 であった。 方、 科目として 科 ン ニ リン

ンを実施し、この科目により 計 2 の地域 業との 教育を行い、地域 の

に貢献できた< 3-3>。 

別研究発 は、平成 26 年度から平成 30 年度にかけて全て で実施でき、 全に達成で

きた。 方、 による 業研究発 は、平成 26 年度は全発 ー に対して 22 であったが、

平成 30 年度は 47.7 となり、達成 は 5 であった。 

より、 業研究・ 別研究における地域志向 ー 実施の推進については、 達成でき

た。 

 

< 3-3> ン ニ リン ン発 ー  

年度 . ー  連携 業等 

27 

1 のクリ 育 の開発 
科学 リ ント 

2 展示コーナーにおける たな展示 の 案 

3 いを 制する ム の開発 
立  

4 ュー の 置確 方 の 案 

5 バータにおける高 の  ） 本 研究開発 構

研究開発センター 6 バータの高 の  

7 ス の 性向  
 

ート  

 明の改  
 

 に な施設の  

10 高 周 の地域 ップの 成 
地 連 内会 

11 地 の 活動 

12 発  
平 会社 

13 を いた 設置 置の 案 
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年度 . ー  連携 業等 

2  

14 スタン の 全性と 性の向  立  

15 リ ントの現 とその改  科学 リ ント 

16 における ラン ットセ ントの  
科学 研究開発 構 

研究  

17 セ ン ックの 職 明会 プ ー ン の 会社セ ン ック 

1  バック の知 度 ップのための スター制  バック 会社 

1  開 に向けた   

20 
地 から見 る地方 における事 の

 
地 連 内会 

2  

21 ュー の 置確 方 の 案 立  

22 の ント ームの活   

23 び の 動に関する改 案 科学 リ ント 

24 ンコン ュータの学 向けプ ー ン の  会社 ンコン ュータ 

30 

25 ーキン 方 の 案 立  

26 開 に向けた ンフ ットの 成 
ま り 化ス ー

 

27 内における の ス ムの開発 科学 リ ント 

2  ーキ分 の設計および  会社お のみやき  

 

３） 設 した地域 の学内への周知と に向けた  

本校教職員対 のＦＤや、教職員の 、高学年の 科目 講 や 科 を対 とした地

域 業や研究開発 関の見学会の実施により、本事業で設 した地域 の学内への周知と地

域 の 進が図る。また、地域 研究開発プ クトの学内 による 的

により地域 の を図る。 

達成 は 下のとおりである。 

本校教職員対 のＦＤを 3 実施した< 3-4>。また、教職員の 、高学年の 科目 講

や 科 を対 とした地域 業や研究開発 関の見学会を平成 27 年度から 30 年度にかけて

計 41 実施した< 3-5>。 の活動実 により、本事業で設 した地域 の学内への周

知と地域 の 進を図った。 

地域 研究開発プ クトの学内 により 3 の応 があり、 により 25 の

ー について 的 を行い、成果発 会を実施した< 3-6>。こ により、地域 の

を 進した。 

より、設 した地域 の学内への周知と に向けた については、す て達成

できた。 
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< 3-4> 教職員対 実施 ー  

実施  ー  者 

2014 11 1  
科 「地 知）の 整備事業」 学ＣＯＣ事業） 

高 プ ラム 明 

事業推進 者 

  

2016 04 20 平成２ 年度ＣＯＣ ＣＯＣ 事業の進め方 
事業推進 者 

  

2017 04 1  平成２ 年度ＣＯＣ ＣＯＣ について 
事業推進 者 

  

 

< 3-5> 地域 業、施設等見学  31.1.31 現  

  

学 教職員 計

2015.05.22 化学 見学 35 5 40

2015.07.1 内 、 の 、図 等 地域 と 化） 10 1

2015.10.05 ン ニ リン 会社 6 5 11

2015.11.13 本 会社 本社 3 5 44

2015.11.1 内 社等 地域 と 化） 5 2 11 1

2015.11.30 ー・ ー ス 会社 41 5 46

2016.02.0 業 会社 66 5 71

2016.02.0 会社 5 5

2016.05.0 会社 41 3 44

2016.06.05 内、 内 地域 と 化） 21 1 22

2016.07.04 内、 内 地域 と 化） 12 1 13

2016.07.20
改 事業、 地 ・高 対 事業、

高 対 事業
44 3 47

2016.0 .0 内 学 キ リ ） 10 1 11

2016.0 .16 会社 究） 20 1 21

2016.0 .2 内 と 化） 3 1 3

2016.10.11 セ ント 会社 究） 20 1 21

2016.10.12 Ｃむつ研究 学 キ リ ） 7 1

2016.10.1 本 会社 設事業 究） 20 1 21

2016.10.15
ンフォ ー ンセンター、 、 、

、 ・ 学）
2 1 11 14

2016.11.14 会社 キコー ー ン 41 4 45

2016.11.1 高周 会社 本社 42 5 47

2017.05.1 化学 会社 42 2 44

2017.06.04 内、 内 地域 と 化） 14 1 15

2017.07.14 本 会社 40 5 45

2017.07.16 内、 内 地域 と 化） 15 4 1

2017.0 .0 内 学 キ リ ） 2 10

2017.0 .0 地方 立行 業 センター 学 キ リ ） 2 10

2017.10.11 内、 内 内の 築見学 ー） 5 2 7

2017.11.20 会社 40 5 45

201 .02.23 ン ス 会社 3 4 42

201 .03.12 ＣＯ 本 本高 会社） 事現 42 3 45

201 .05.25 プ ン ト ックス 会社 44 2 46

201 .06.03 内、 、 など 地域 と 化） 17 5 22

201 .07.13 本 会社 3 5 43

201 .07.22 、 地域 と 化） 16 5 21

201 .0 .0 学 学 キ リ ） 5 2 7

201 .10.27
むつ 社会 会よしの 育 、
しもきた 学 キ リ ）

4 2 6

201 .12.03 ン ック 会社 センター 46 4 50

201 .02.0 実施 ンフ ット りを した 学 プ ラム - - -

201 .02.14
実施 発 ク 会社、

ク ス ム ン ニ リン 会社 学 キ リ ）
- - -

201 .02.22 実施 ン ス 会社 - - -

合計
件数

41

13

10

10

H27

H28

H29

H30

年度

者

見学実施 件数

8
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< 3-6> 地域 研究開発プ クト実施  

 

科学教育科 ス ム ンコース 情報 学コース  

リ ・バ 学コース ・ 築 ンコース 

地域志向のキー ー する地域 ） 

 1. かつ な の有効活  

 2.化 社会の構築と な ーの有効活  

 3. 学 の効果的連携による 業の活性化と 育成 

 4. における 的 育成 

 

 

  

1 2 3 4

信 ン・ ーク ップによる 地 プ クト

地域と の プ クト- ーバ な をもって地域社会の活性化を う 育成事
業-

化の 進 に向けた たな ・スープの開発

や の 活動に いる の

平 ーと 体を いた ー社会の構築に関する

より ら る高 性化 の および 性 開発のための

本 域の発 業 活性化を目的とした タニカ ーストラ ラリープ クト

タ の を したフォトニックナ 構 体 の開発

における 築 業の活性化と 育成のためのプ ラム

Ｇ 信
の ・地方 とコン クトなま りを志向する 活動についての ク

ン・リ ー

ー 化 における の と評価

ン 体を活 した タ からのカ ム の

ーを活 した ナー タ の

の の さと との 果関 の と ー・ ナ ー・ スの開発

ラ ト コンクリートによる 施設 の 対 の開発

を いた 高性 スの開発

に ー 業を展開させるための 成 の開発

ー 化 の 周 の実地 とその改

地域 ック ータを 活 した とス ー 進に関する研究

Ｃ  ーを活 した ナー タ の高効 取 の

ラ ト コンクリートによる 対 の開発

に ー 業を展開させるための 成 の開発 Ⅱ

周 分 の高度化と実地

タ ット を いた地域の がい 向け ・ 学 ス ムに関する研究

ラ ト コンクリートによる 対 の開発

年度 プ クト
地域志向のキー ー

27

2 Ｃ

2

30
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４．社会貢献 

4.1．事業の目的 

本校は、こ までも 学 対 の 開講 の 、社会 の 育成事業や、 科教員研

会を実施してきた。また、学外への 業も、 から 学校まで に応 て行っている。

しかしながら、 開講 の内容と地域ニーズの や、 業実施 な教員 など見 す

きとこ が ある。本事業では、地域ニーズに対応した トリー 活動の推進を目的とする。

なお、こ らの活動に学 が 員として 行することにより教育的効果も する。 

 また、本校は、 や 基地内の高校 との を 的に行い、地域の

の になっている。 、本校での 事業はより活発に実施する である。

また、 のみなら 基地や 本 研究開発 構 研究開発センターなど

の外 の があることから、地域の 化を進めることも である。本事業では、地域

体と して 進と の ーバ 化の実現を目的とする。さらに、 の地域 ンク

タンクとして設置さ ている、 内の３高等教育 関が連携した 研究 会等におい

て地域 を し、 を行うことで地域貢献を実現する。 

  

4.2. 実施内容 

本事業の社会貢献分野における達成目標は、 

１） 開講 の充実と活性化 

２） 業の充実 

３）図 における 図 の充実と 開  

４） ーバ な り   

により、地域ニーズに対応した トリー 活動を推進し、地域 体と して 進と

の ーバ 化を実現し、 の地域 ンクタンクとして設置さ ている 研究

会等において地域 を し、 を行うことで地域貢献を実現することである。平成２

年度～平成３ 年で、次の取り組みを行った。 

 

平成２ 年度  

１） 業 ー の充実のために に 5 の ー 開発を行い、 の ー は実 に

業を行った。 

２） 教育委員会社会教育 と連携した事業や の を けた事業を含め、 開講

11 、 業 6 を実施した。 

３） 地域社会に向けた高 発信の 会として、 の を て、 たに 内の地域

施設において「 高 ま なか 化 」 平成２ 年１２ １４ ）を開催し、 の学

が運営に携 った。 

４） 高 学科教員と 内 学校教員とが講 となり、 学 を対 とした

内 学校との連携事業「化学の学校」が本校において開催さ 、 示実 ２ ー と

実 １ ー が実施さ た。 

） 地域の高等教育 関の連携による 業の展開について 教育委員会と を行



－ 45 －

 Ⅱ.実施報告 

い、実施における 的 の実現方 について さ た。 

） 図 は、平成２ 年度に改 が行 、 室といったス ースが設けら るなど、地域に

対して ープンな施設に ま った。平成２ 年度の学外 者 は 154 となった。 

） 図 で、 に「 」分野の 15 、 106 を け た。 

） 平成２ 年度の 研究 会の ー 「 のリ ー ン に る 研

究には、本校からは教員２ が さ 、 研究に携 った。本成果と 内関 関

との 的 ット ークは、 の地域志向科目充実への貢献に できる。 

） ーバ な り として、 内 学校や で、「 学 と う」などの

業を 4 実施した。また、「ま なか 化 」で、 学 による 化の を行った。 

 

平成２ 年度  

１） 業 ー の充実のために に 11 の ー 開発を行い、 の ー は実 に

業を行った。 

２） 教育委員会社会教育 と連携した事業や の を けた事業を含め、 開講

13 、 業 を実施した。 

３） 学外関 関との連携の成果として、 のコ ュニ 施設において平成２ 年度

か ら 1 開催さ ている「 ンス・ナ ト」の 画・ を して実施している。 

４） の のもと「ま なか高 」を実施した。 

） 研究 会に本校教員２ を した。 

） 図 で、 に「 」分野の 250 、 23 を け た。また、図

の学外 者 は 0 となった。 

） の「本のま 」構 の 実現のための方 として、本校の 図 の 内における

有効活 について、関 が を行った。 

） 事業に関して、平成２ 年 下 に 教育委員会と構成さ た

の 員として本校教員２ が した。 、 学と に関する

を し、 学 から高 と して を する体制が整 ら つつある。 

） ーバ な り として、 内 等で、「 学 と う」などの 業 3

、 開講 2 を実施した。また、「ま なか 化 」で、 学 による 化の を

行った。 

 

平成２ 年度  

１） 業 ー の充実のために に 10 の ー 開発を行い、 の ー は高

Wee 間 に体 ース で実 に 業を行った。 

２） 教育委員会社会教育 と連携した事業や の を けた事業を含め、実 に、

開講 12 、 業 を実施した。 

３） 11 23 から 5 間で、地域への周知を目的とした高 Wee を展開し、本事業の「 間

報告会」と「ま なか 化 」を実施した。 

４） 図 で、 に「 」分野の 153 、 6 を け た。また、図

の学外 者 は 7 となった。 
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） の「本のま 」構 の 実現の として、高 Wee に、本校の図 業本

の 本 を実施した。また、 ックセンターと連携して、「 と 」の 画と「 カ

ック・トーク」を行った。 

） 研究 会の「地域リ ー ンによる ス コ・ ーリズムの 」の ー

に教員 2 を した。 

） ーバ な り として、 内 等で、「 学 と う」などの 業 3

、 開講 1 を実施した。また、「ま なか 化 」で、 学 による 化の を

行った。 

 

平成２ 年度  

１） 業 ー の充実のために に 11 の ー 開発を行い、 の ー は「ま な

か 化 」や「クリス ス ク ー」で実 に 業を行った。 

２） 教育委員会との連携事業や の 事業を含め、実 に、 開講 、

業 13 を実施した。 

３） 12 に、 4 「ま なか 化 」と 学校教員対 の「クリス ス ク ー」を実施した。 

４） 図 で、 に「 」分野の 167 、 30 を け た。また、図

の学外 者 は 7 7 となった。 

） 「本のま 」の として、 教育委員会では、 立 学校と 立 別 学

校 学 の全 に、 内 で できる「 ッククー ン」を している。 ッ

ククー ンと に する「 ックリスト」の を行った。また、「 ッククー ン事業」の

として、 の 学校で「 ックトーク」を行った。さらに ックセンター連携 画

「 と 」、「 カ ックトーク」、「本のま 会」を行った。 

） ーバ な り として、 内 学校と で、 業「 学 と う」を

3 実施した。また、「ま なか 化 」で、 学 による 化の を行った。 

 

平成３ 年度  

１） 教育委員会との連携事業や の 事業を含め、実 に、 開講 、

業 26 を実施した。 

２） 12 に、 5 「ま なか 化 」と 学校教員対 の「クリス ス ク ー」を実施した。ま

た、平成 30 年度から「ま なか 化 」は 教育委員会との 催で実施することとした。

さらに、「ま なか 化 ）」、「ま なか 化 ）」を実施した。 

３） 図 で、 に「 」分野の ４１ を け た。また、図 の学外 者 は

１ となった。 

４） 「 ッククー ン事業」の として、「 ックリスト」の と 内の 10 学校で「 ッ

クトーク」を行った。さらに ックセンター連携 画「 と 」、「本のま 会」を行

った。 

） ーバ な り として、 内 学校と で、 業「 学 と う」を

3 実施した。また、「ま なか 化 」で、 学 による 化の を行った。「ま なか

化 ）」、「ま なか 化 ）」で ーバ 事業の
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を行った。さらに、「 地域における ラ 化の に関する 活動」を行っ

た。 

 

3.3．達成  

31.1.31 現  

項目 
26 

年度始め

達成  30 

達成目標27 2  2  30 

開講 員充足  71. 6.3 2.6 3.0 6.4  100.0

講  6 7 13 26  10

図 の学外 者  154 0 7 7 7 51  600

 

 

１） 開講 の充実と活性化 

本校 開講 は、本事業開始 平成 25 年度）に、12 講 開講していた。実施 の ン ート

によると、6 講 が 足度 100 、4 講 が 0 であり と どの講 が 評であった。しか

し、 員に対する 講者 の割 が 割 のものは 6 講 であった。そこで、本事業では、 ー

およびＰＲ方 の 、実施内容の充実を行い、平成 30 年度の 員充足 を平 で 100 に

設 した。 

平成 26 年度は活動 間が 年 であったため、平成 27 年度から地域ニーズに 目し、

ー の見 しや内容の充実を行った。 員充足 が い講 は、地域ニーズに していない

性があるため、講 を実施しないか、内容を した< 4-1～ 4-5>。その結果、平成 26

年度から平成 30 年度にかけて講 は したが、平成 30 年度の 員充足 は目標 に い

6.4 となった< 4 6>。また、平 の 足 は全年度で 0 を ていた。各講 の内容に

ついて、見 しや改 が進 結果、高い 足度が ら た。 より、 開講 の充実と活性

化が達成できた。 

 

< 4-1> 平成 26 年度 開講  

 

 

 

 

 

数 数 度

1 1 1 93 8 1 13 8 7
2 2 20 130 0 2 24 9 0
3 1 37 83 3
4 11 20 0 10 10 100 0

1 20 80 0 1 13 81 3
11 20 0 11 10 90 9

7 10 1 2 10 9 90 0
8 24 20 120 0 24 24 100 0
9 9 20 4 0 8 8 100 0

10 12 1 80 0 12 12 100 0
11 3 1 18 8 3 3 100 0

合計 143 199 71 9 140 131 93

 数
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< 4-2> 平成 27 年度 開講  

 

 

< 4-3> 平成 2 年度 開講  

 

 

< 4-4> 平成 2 年度 開講  

 

 

< 4-5> 平成 30 年度 開講  

 

 

  

数 数 度

1 10 1 2 9 7
2 49 20 24 0 4 44 9 7
3 8 20 40 0 8 8 100 0
4 9 20 4 0 9 9 100 0

2 20 130 0 28 2 92 9
31 20 1 0 30 29 9 7

7 4 1 2 0 4 4 100 0
8 4 20 20 0 4 4 100 0
9 1 1 93 8 14 14 100 0

10 1 37 100 0
11 2 20 12 0 2 2 100 0
12 3 1 18 8 4 4 100 0
13 17 20 8 0 1 12 7 0

合計 207 240 8 3 203 191 94 1

 数

数 数 度

1 3 8 1 3 3 12 9 7 0
2 2 1 1 2 2 2 9 2
3 23 24 9 8 22 22 100 0
4 20 30 0 100 0

8 20 40 0 100 0
12 10 120 0 12 9 7 0

7 21 20 10 0 21 20 9 2
8 2 24 104 2 2 22 88 0
9 11 1 8 8 11 11 100 0

10 8 1 0 0 8 8 100 0
11 1 24 7 1 1 100 0
12 2 2 104 0 3 34 97 1

合計 190 230 82 200 188 94 0

 数

数 数 度

1 3 0 12 0 31 2 83 9
2 23 24 9 8 23 23 100 0
3  7 20 3 0 8 8 100 0
4 10 0 0 100 0

23 24 9 8 20 19 9 0
1 1 100 0 1 1 100 0

7 2 2 100 0 2 2 100 0
8 12 20 0 0 13 13 100 0
9 23 24 9 8 23 23 100 0

合計 198 213 93 0 1 1 9 9 4

 数

数 数 度

1 4 0 92 0 29 24 82 8
2 2 20 130 0 2 23 88
3 23 24 9 8 23 22 9 7
4 12 10 120 0 12 12 100 0

30 24 12 0 30 2 8 7
7 1 43 8 7 8 7

7 24 2 9 0 24 24 100 0
8 18 24 7 0 18 18 100 0

合計 18 193 9 4 1 9 1 91 7

 数
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< 4-6> 各年度の 開講 と 員充足 ・ 足  

年度 26 27 2  2  30 

講  11 13 12  

員 計 1 240 230 213 1 3 

者  143 207 1 0 1 1 6 

員充足  71. 6.3 2.6 3.0 6.4  

足  3.6 4.1 4.0 6.4 1.7  

 

２） 業の充実 

学校からの高 業の実施 は年 高 なってきており、実施 のある学校にお

いては 年度の実施も さ ることが い。しかしながら、対応 な ー を有している教員

は ら ていた。本事業では、教員の地域志向性を高めることと の 分野の教育 向 を

目的として、平成 30 年度までに、「① 業の ー を教員の 割が有すること」、「②実施

を年間 10 平成 25 年度 6 ）にすること」、「③ 学校の 業は 教育委員

会から して委 さ ること」、を実現するため活動を行った。 

 「① 業の ー を教員の 割が有すること」では、平成 26 年度から平成 2 年度まで、学

科 2 度の教員が ー の開発を行った< 4-7>。平成 30 年度では、全教員 63 のう

、もともと ー を っていた教員と ー を開発した教員をあ せると 50 となった。 ー

有 は 7 .4 であり、目標とした 0 を 達成できた< 4- >。「②実施 を年間 10

平成 25 年度 6 ）にすること」では、は めは ー 開発を して進め、 ー を

やした から実施 を やしていった。 ー 開発を した平成 2 年度までは、実施

は 10 であったが、平成 2 年度 は 10 の 業を実施できた< 4- ～

4-13>。「③ 学校の 業は 教育委員会から して委 さ ること」では、 全に

委 さ ていないが、平成 30 年度から「ま なか 化 」は 教育委員会との連携事業

となり、その で の 業を実施することとした。 より、 業の充実は 達成で

きた。 

   

 
PET  

no A 
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< 4-7> 業開発  

 

  

年度 科 コース ー 実施 者 実施

「 」を ー とした 学 向け 業
計画 び教 開発）

2015 4 2 業

学 の 化を る 業
地 学 を対 とした

2015 2 1 業

に 目した 開講 ・ 業 ー の

な地域の ども向け 開講 を指向した
教 の

Ｃ な現 を化学で再現

リス を学 ～「 の 」から「 の 行」へ～
2016 6 5 開講
2016 12 26 ま なか 化

化 の ）と 学の連携について 平 2015 12 13 業

発 を体 してみよう 2015 業

ットの を いてみよう 2015 12 13 ま なか 化

な の組織を で いてみよう

現実 の体 学 「 な を する 」
案 ーク ップ

2015 12 13 ま なか 化

い い な の 情報分野
～ の の を る す～

2016 開講
2016 12 26～27 ま なか 化

化学反応による 化 の発 2 クリス ス ク ー

で の を する 本間 2016 12 26～27 ま なか 化

の
2016 6 開講
2016 12 27 ま なか 化

を科学する
2015 10 24 業
2016 12 26 ま なか 化

を ってみよう ～ ス の 成～ 地
であそ う 2016 12 10 業

信 置の 体 会 2016 12 26～27 ま なか 化

見 ない を る・ る・ る 2016 12 26～27 ま なか 化

をつかった 体 野 2 ま なか 化

の ラ ュタの 行
に 、 と の な関 ー

2 ま なか 化

実 で しむ の 本
体に い成分を してみよう 2016 12 27 ま なか 化

と のはなし

の し 2016 12 26～27 ま なか 化

学 と う- 学 の 化を る 業
2017 2 25 業
2015 12 13 ま なか 化
2016 12 26 ま なか 化

プ ラ ン って う
- e を ってみ なで びながら学 う-

2 ま なか 化

コン スと で 図をしよう． 2 ま なか 化

外で学 う地域の ～ い の ～

映画の 現 に
～コン ュータ映 を った 体 ～

関
2 ま なか 化
30ま なか 化 ）

発 ー ） を ったおもし 実

って、どうなってるの
～ の な  ～

信明 2 クリス ス ク ー

の りの を せ 2 ま なか 化

にある 性高分 で う 2 ま なか 化

地 とは プ ート運動と内 地

の

科学教育科 ス ム ンコース 情報 学コース リ ･バ 学コース ・ 築 ンコース

2

2

Ｇ

Ｃ

Ｇ

Ｃ

26

Ｇ

27

Ｃ
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Ⅱ.実施報告 
 

< 4- > 業 ー 有  

 

 

 

 

計
合 合

1 1

2 2

3 3

4 4
合

7 7

8 8

9 9

10 10

11 11

12 12

13 13

14 14

1 1

1 1

17 17

18 18

19 19

20 1

21 2

22 3

23 4

24

2

2 7

27 8

28 9

29 10

30 11 3

31 1

32 2

33 3

34 4

3

3

37 7

38 8

39 9

40 10

41 11

42 1

43 2

44 3

4 4

4

47

48 7

49 8

0 9

1 10

2 11

3 12

4 1

2

3

7 4

8

9

0 7

1 8

2 9

3 10

79 4

7 9

100 0

72 7

100 0

80 0

11

11

8

12

8

合
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< 4- > 平成 26 年度 業実施  

 

< 4-10> 平成 27 年度 業実施  

 

< 4-11> 平成 2 年度 業実施  

 

  

. 開催 開催 ー 教員

1 2016.06.25 学 と う
みどり

2 2016.06.25 化 ー ット ト ットを って う

3 2016.10.16 科学実 コーナー

4 2016.12.10 であそ う

5 2016.12.10 学 と う
みどり

6 2016.12.13 立高等 学 化 の ）と 学の連携について 平

7 2017.02.25 ータ ュー ムはっ 学 と う

. 開催 開催 ー 教員

1 2015.0 .06 るさと な のいきもの「 の を見てみよう 」

2 2015.0 .10 ータ ュー ムはっ を って う

3 2015.0 .10 立 学校 発 を体 してみよう

4 2015.10.10 学 と う
みどり

5 2015.10.24 ス ム を科学する～地 、 、 化と ～

6 2015.11.14 学 と う
みどり

7 2015.11.25 立高等 学 化 の ）と 学の連携について 平

2015.12.1  ３ ズ を組み立てながら リスを知 う

. 開催 開催 ー 教員

1 2014.06.07 立
高 の 学 やお さ お さ と

し びまし う
みどり

る ー ーカーを う

たあめ、 っこうあめを う

3 2014.10.11 立 であそ う

4 2014.12.20 立 科学って しい 実 き

5 2015.02.1  立 学校 学 による
みどり

6 2015.02.21 の どもの びとよみきかせ
みどり

2 2014.07.1  立



－ 53 －

 Ⅱ.実施報告 

< 4-12> 平成 2 年度 業実施  

 

 

. 開催 開催 ー 教員

1 2017.06.17 立 学 と う
みどり

2 2017.07.13 立 学校 ックトーク 教育委員会 催） みどり

3 2017.07.22 立 学校 み ンス実 教室 関

4 2017.07.23 立 学校 科学っておもし い ンス実 教室

5 2017.0 .23 立 学校
学校バ ーへ 展
ット ト で を う ー ーム

ス ム体 科学実 コーナー

本間

6 2017.10.14 立 学校 科学体 コーナー

7 2017.11.06 つがる 立 学校 る ー ーカーの び 行 会 関

2017.11.20 立 野 学校 学 会

2017.12.02 立 学校 学 会～は めての科学体 ～

10 2017.12.0  立 を って ットしよう

11 2017.12.0  立 学 と う
みどり

12 201 .02.03 ータ ュー ム はっ コン体 コーナー

13 201 .02.0  立 学校 学 と う

  
実
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< 4-13> 平成 30 年度 業実施  

 

 

３） 図 における 図 の充実と 開  

平成25年度、本校図 は「地域に開か た図 」のコンセプトのもと改 事が した。

本校図 の たな として、地域の 業系 立高等教育 関である役割を明確にすることか

ら、本校学 の学 と地域 者等を対 として、基 から まで した 学・

系 図 と を充実させる。こ は、 の の つである「本のま

」構 の として、 学関 図 の ない 立図 との 別化を図りながら、地域

者に対して「知」の を できる開か た図 を目指すものである。本校 ーム ー

を して 的な 活動を行うことで、平成 30 年度の学外 者 の目標 を現 平成

24 年度 401 ）の 1.5 に設 した。 

. 開催 開催 ー 教員

1 201 .05.2  立 学校 学 と う

2 201 .05.30 学校 発 を体 しよう

3 201 .06.01 
業高等 学校

野 立 野 学校2学年 び教員対 ）
再 ーに関する講義・体 実

4 201 .06.16 
業高等 学校

年 発明クラ 対 ）
高 見学 体 学 本

5 201 .06.23 立 学 と う

6 201 .07.06 立 学校 ックトーク 教育委員会 催） みどり

7 201 .07.11 立 野 学校 ックトーク 教育委員会 催） みどり

201 .07.12 立明 学校 ックトーク 教育委員会 催） みどり

201 .07.13 立 学校 について学 う

10 201 .07.13 立 学校 ックトーク 教育委員会 催） みどり

11 201 .07.17 立高 学校 ックトーク 教育委員会 催） みどり

12 201 .07.1  立下 学校 ックトーク 教育委員会 催） みどり

13 201 .07.1  立 学校 ックトーク 教育委員会 催） みどり

14 201 .07.2  
再 ー研究

）
再 ー研究 「 開」へ 展

ン ー で を う
関

15 201 .0 .24 立 学校 ックトーク 教育委員会 催） みどり

16 201 .0 .30 立 学校 ックトーク 教育委員会 催） みどり

17 201 .0 .06 立図 学校 ックトーク 教育委員会 催） みどり

1 201 .0 .14 立 学校 る ー ーカーの び 行 会 関

1 201 .0 .15 立 学校 フ カラー をつ う
行

野

20 201 .0 .22 立 学校
学校バ ーへ 展
ット ト で を う ー ーム

ス ム体 科学実 コーナー

本間

21 201 .10.22 立 学校 っと プ ラ ン 講

22 201 .10.30 
業高等 学校

間 学校 び教員対 ）
フ カラー を う 行

23 201 .11.02 立 学校 っと プ ラ ン 講

24 201 .11.10 立 科学実 を しもう 本

25 201 .12.15 立 学 と う

26 201 .01.20 
立
立 学校 び 者対 ）

科学っておもし い
目で見 ない を見てみよう

関
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 図 の 活動を推進したことで、図 の学外 者 は平成 27 年度から目標とした 600

を に 、 年 700 から 00 となった< 4-14>。また、図 では、 年、 に「

」分野の と を け 、 図 と の充実が図ら た< 4-15～

4-16>。 の「本のま 」構 の 実現の として、図 業本の 本 を実施した。

さらに、「本のま 」の として、 教育委員会では、 立 学校と 立 別

学校 学 の全 に、 内 で できる「 ッククー ン」を しており、 ックク

ー ンと に する「 ックリスト」の を行った。その に、「 ッククー ン事業」の

として、 の 学校で「 ックトーク」を実施し、 ックセンター連携 画「 と 」、

「 カ ックトーク」、「本のま 会」を行った< 4-17>。 より、図 における 図

の充実と 開 は 分に達成できた。 

 

< 4-14> 図 の学外 者  

31.1.31 現  

  平成 27 年度 平成 2 年度 平成 2 年度 平成 30 年度 計  

学外 者  0 7 7 7 51  2 5

 

 

< 4-15> 平成 26～30 年度  分 別 計  

  

 

 

< 4-16> 平成 26～2 年度   

31.1.31 現  

  平成 26 年度 平成 27 年度 平成 2 年度 平成 2 年度 計  

 103 23 6 30 242
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< 4-17> 「本のま 」構 連携事業  

年度    事  内容  

27 1 2015 12 13
ータ ュー ム 

はっ  

2 「ま なか 化

」にてクリス ス 本

の展示 びス ー 発

クリス ス 本の

み かせ 

教 が したクリス

ス 本の展示と、 による

ス ー 発 「クリス ス 本

の み かせ」を実施。 

科学教育科 

 みどり 

2  

2 
2016 11 26

～27 
ー は のへ 

高 Wee  

「ま なか 化 」にて

高 図  

業本「 本 」 

が目指す「本のま

」構 のニーズに対応し、

が する 会の ない

系の と 会うきっか

けを する。また、 い本に

対しても価 を見 し、本を

にする を 成することを目

的として開催。 

学 情報  

3 
2016 12 

～2017 3 
ックセンター 

「 と 」 

バ クス 

b e

） 

ックセンター連携 画

「 と 」への 。

を展示した。 

  校  

4 2017 2 12 ックセンター 

カ ックトーク 

「 のための

学カフ  ～ り し

みたい 編～」 

本 学 学

学科  有 教 をお

きし、 教 との対

にて実施。 の どもの

本を展示・ するとともに、

情報を した。 

科学教育科 

 みどり 

2  

5 2017 年度   
ッククー ン ッ

クリストの 成 

教育委員会では、

立 学校と 立 別 学

校 学 に する全ての

に、 内 で できる

「 ッククー ン

2000 円分）」を している。

ッククー ンと に

さ るおすすめの本をまと

めた「 ックリスト」の を

教 が 。 

科学教育科 

 みどり 

6 
2017 4 

～  
ックセンター 

「 と 」計 け

が 学 ないよ～ 

ックセンター連携 画

「 と 」への 。

を展示した。 

科学教育科 

  

7 2017 7  ックセンター 

「 、 どもた に め

たい本」 1  「 の

本」に   

教 と、 ックセン

ター の さ が ど

もた に めたい本やその

みどこ について、「 ックリス

ト」にもと いて しをした。 

科学教育科 

 みどり 

 2017 7 13 立 学校 ックトーク 

「 ッククー ン事

業」の として、本校の

教 と、 ックセンター

の さ が講 を

め、学年別のおすすめ本を

した。 

科学教育科 

 みどり 

 2017 7 16 ックセンター 

「 、 どもた に め

たい本」 2  ス

ト・ 有 教  

本 学 学

学科  有 教 をお

きし、 教 との対

にて実施。 の どもの

本を展示・ するとともに、

情報を した。 

科学教育科 

 みどり 

 
 

 
 

< 4-17> 「本のま 」構 連携事業  

年度    事  内容  

27 1 2015 12 13
ータ ュー ム 

はっ  

2 「ま なか 化

」にてクリス ス 本

の展示 びス ー 発

クリス ス 本の

み かせ 

教 が したクリス

ス 本の展示と、 による

ス ー 発 「クリス ス 本

の み かせ」を実施。 

科学教育科 

 みどり 

2  

2 
2016 11 26

～27 
ー は のへ 

高 Wee  

「ま なか 化 」にて

高 図  

業本「 本 」 

が目指す「本のま

」構 のニーズに対応し、

が する 会の ない

系の と 会うきっか

けを する。また、 い本に

対しても価 を見 し、本を

にする を 成することを目

的として開催。 

学 情報  

3 
2016 12 

～2017 3 
ックセンター 

「 と 」 

バ クス 

b e

） 

ックセンター連携 画

「 と 」への 。

を展示した。 

  校  

4 2017 2 12 ックセンター 

カ ックトーク 

「 のための

学カフ  ～ り し

みたい 編～」 

本 学 学

学科  有 教 をお

きし、 教 との対

にて実施。 の どもの

本を展示・ するとともに、

情報を した。 

科学教育科 

 みどり 

2  

5 2017 年度   
ッククー ン ッ

クリストの 成 

教育委員会では、

立 学校と 立 別 学

校 学 に する全ての

に、 内 で できる

「 ッククー ン

2000 円分）」を している。

ッククー ンと に

さ るおすすめの本をまと

めた「 ックリスト」の を

教 が 。 

科学教育科 

 みどり 

6 
2017 4 

～  
ックセンター 

「 と 」計 け

が 学 ないよ～ 

ックセンター連携 画

「 と 」への 。

を展示した。 

科学教育科 

  

7 2017 7  ックセンター 

「 、 どもた に め

たい本」 1  「 の

本」に   

教 と、 ックセン

ター の さ が ど

もた に めたい本やその

みどこ について、「 ックリス

ト」にもと いて しをした。 

科学教育科 

 みどり 

 2017 7 13 立 学校 ックトーク 

「 ッククー ン事

業」の として、本校の

教 と、 ックセンター

の さ が講 を

め、学年別のおすすめ本を

した。 

科学教育科 

 みどり 

 2017 7 16 ックセンター 

「 、 どもた に め

たい本」 2  ス

ト・ 有 教  

本 学 学

学科  有 教 をお

きし、 教 との対

にて実施。 の どもの

本を展示・ するとともに、

情報を した。 

科学教育科 

 みどり 
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 Ⅱ.実施報告 

年度    事  内容  

2  

10 2017 7 23 ックセンター 

「 、 どもた に め

たい本」 3  ン

・ トへのかけ

教 と、 ックセン

ター の さ が ど

もた に めたい本やその

みどこ について、「 ックリス

ト」にもと いて しをした。 

科学教育科 

 みどり 

11 2017 5 ックセンター 
カ ックトーク  

編 者は る 
教 が講 を 。 

科学教育科 

 みどり 

12 
2017 10 

～12 
ックセンター 

「 と 」 

ト 科学 を学び

つ ける  

ックセンター連携 画

「 と 」への 。

を展示した。 

情報 学コース 

  

13 2017 11 25 ックセンター 
本のま 会「クリス

スのお りもの」 

教 がクリス スのお

りものにおすすめしたいタ ト

を に 。 

科学教育科 

 みどり 

14 
201 1 

～3 
ックセンター 

「 と 」「もの」を

つ る しみ 

ックセンター連携 画

「 と 」への 。

を展示した。 

ス ム ン 

コース 

  

30 

15 201 年度   
ッククー ン ッ

クリストの 成 

ッククー ンと に

さ るおすすめの本をまと

めた「 ックリスト」の を

教 が 。 

科学教育科 

 みどり 

16 
201 4 

～6 
ックセンター 

「 と 」 

ー の e e  

ックセンター連携 画

「 と 」への 。

を展示した。 

リ ・バ 学 

コース 

 有 

17 
201 7 

～11 
ックセンター 

「 と 」 リュ

ー ンは から  

ックセンター連携 画

「 と 」への 。

を展示した。 

・ 築 ン

コース 

  

1  201 7 6 立 学校 

ックトーク 

「 ッククー ン事

業」の として、本校の

教 と、 ックセンター

の さ が講 を

め、学年別のおすすめ本を

した。 

科学教育科 

 みどり 

1  201 7 11 立 野 学校 

20 201 7 12 立明 学校 

21 201 7 13 立 学校 

22 201 7 17 立高 学校 

23 201 7 1 立下 学校 

24 201 7 1 立 学校 

25 201 24 立 学校 

26 201 30 立 学校 

27 201 6 立図 学校 

2  201 11 4 ックセンター 

本のま 会「 っ

と いけど 本と

しむクリス ス」 

教 がクリス スのお

りものにおすすめしたいタ ト

を に 。 

科学教育科 

 みどり 

2  
201 12 

～201 3 
ックセンター 

「 と 」 の

、意 の  

ックセンター連携 画

「 と 」への 。

を展示した。 

科学教育科 

  

30 201 12 22
ータ ュー ム 

はっ  

5 「ま なか 化

」にてクリス ス 本

の展示 びス ー 発

クリス ス 本の

み かせ 

教 が したクリス

ス 本の展示と、 による

ス ー 発 「クリス ス 本

の み かせ」を実施。 

科学教育科 

 みどり 

 

 Ⅱ.実施報告 

年度    事  内容  
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４） ーバ な り   

地域の 学 を対 にした 体の 事業への高 からの 的 、高 の

事業に対する 体からの 的・ 的 といった双方向性 をもとに、 事業

の 進を行ってい 。また、本校学 の 社会系科目におけるＰ 業により りの 案と

実現を行ってい 。 

 ーバ な り として、 内 学校と で、本校 学 と教員が 業や

開講 を実施した< 4-1 >。また、「ま なか 化 」で、 学 による 化の を行っ

た。「ま なか 化 ）」、「ま なか 化 ）」で ーバ 事

業の を行った。さらに、「 地域における ラ 化の に関する 活動」を行

った。 

社会系科目の「 と 化」、「 本事情」やプ クト研究で、 の りと関連

けて、 による ンフ ット り、 学 の 化と 本事情などを実施した< 4-1 >。

より、 ーバ な り が達成できた。 

 

< 4-1 > ーバ 関連事業  

 

  

年度 分 教員

1 業 2014年6 7 高 の 学 やお さ お さ と し びまし う
みどり

2 業 2014年10 11 であそ う

3 ント 2014年12 14 ータ ュー ムはっ
「 1 ま なか 化 」 学 によるス ー 発

学 の 化の

4 業 2015年2 1 立 学校
高 の 学 による 化の

を めるための 業
みどり

5 業 2015年2 21
「 学 と う」

の どもの びとよみきかせ
みどり

6 開講 2015年10 3 高 「   e e e  」

7 業 2015年10 10 学 と う みどり

業 2015年11 14 学 と う みどり

開講 2015年12 12 高 「   」

10 ント 2015年12 12 ータ ュー ムはっ
「 2 ま なか 化 」 学 によるス ー 発

学 の 化の

11 業 2015年12 1 ３ ズ を組み立てながら リスを知 う

12 開講 2016年6 5 高 ３ ズ を組み立てながら リスを知 う

13 業 2016年6 25 学 と う

14 ント 2016 11 26～27 ー は のへ
高 Wee 「 3 ま なか 化 」

学 によるス ー 発 学 の 化の

15 業 2016年12 10 学 と う

16 業 2017年2 25 ータ ュー ムはっ 学 と う

17 業 2017年6 17 立 学 と う

1 業 2017年12 立 学 と う

1 ント 2017年12 16 ッ ン センター ラ
「 4 ま なか 化 」 学 によるス ー 発

学 の 化の

20 業 201 年2 立 学校 学 と う

21 業 201 年5 2 立 学校 学 と う

22 ント 201 年6 16 ン ー
「ま なか 化 ）」 学 によるス ー 発

事業の

23 業 201 年6 23 立 学 と う

24 ント 201 年7 14 さ ら野
「ま なか 化 ）」 学 によるス ー 発

事業の

25 業 201 年12 15 立 学 と う

26 ント 201 年12 21 ータ ュー ムはっ
「 4 ま なか 化 」

学 によるス ー 発 学 の 化の
学 によるス ー 発 事業の

27 その 201 11 地域における ラ 化の に関する 活動 リス

30

26

27

2

2
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 Ⅱ.実施報告 

< 4-1 > ーバ 関連事業 教育・研究事業） 

 
  科学教育科 

 

 

 

26 27 2 2 30
ンフ ット りを した 学 プ ラム

学 の 化と 本事情

外 の から地域 化・ 本 化を 、 に で発信しよう
W   e

化の 進 に向けた たな ・スープの開発

教育

研究

実施年度教員
分 プ クト

「外 の から地域 化・ 本 化を 、

 に で発信しよう e  e e b  e 」 で制 した ンフ ット

化の 進 に向けた たな  ・スープの開発
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27 2 11

施

100

COC
 

 

 

 
 

COC
 

   
 

  
 

 
 

「地（知）の拠点整備事業」
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.  

実
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 28 11 23 27 11 23

報告

24 25 26 27
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 106

 
       

   
 

 報告  教 より、各事業の実

施報告と の展 について、発 がなさ た。その 、学 による地域への取り組み事 報告として、 科

による ン ニ リン ン成果発 が行 、 に「

40
 

 

    内 容 

11 23 ・ ） 会  COC フォーラム 

24 ）～ 

25 ） 
ー は のへ 

究 スター 

展示 

26 ）～ 

27 ） 
ま なか 化  

  
 

別講 を行う 
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.  

 

 
 

 
  

科 ン ニ リン ン成果発 の

スカッ ンで を す リスト
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 社会貢献事業の として、「ま なか 化 」を 5 年間 して開催した。学 による各 ス ー 発 、教

員による 業の 体 ース、 化 の や 究 スター の展示など、年

しめる内容を実施した。 でも 評を したのは、「 コン 会」による ットの 体 ースや、 学

で構成さ た「 っと 」によるプ ラ ン 体 ースであった。地域 に向け、科学や 学に る

会を し、地域に貢献することができた。 

 

    
26  27  

  

28  29  

       

     

  

   
   

     

    

     

   9  
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.  

  
  

 

身近な物で科学実験体験

スライム・人工いくら作り

ヘッドマウントディスプレイを 
装着して未来的調理体験

「ろぼっと娘」によるプログラミング体験

ロボットの操縦体験

超伝導と磁石の不思議な関係

振動現象を学ぼう

ボトルで液体信号づくり

総合デザイン部ファッショ

ンショー（左） 
合唱愛好会によるクリスマ

スソング披露（右）

集合写真
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